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最新物理学で検証!!　
北極に開いた異次元空間への扉は

実在する!!

地球空洞論の
超科学

中
身
の
詰
ま
っ
た
球
形
と
思
わ
れ
て
い
た

地
球
の
内
部
は
空
っ
ぽ
だ
っ
た
？

そ
し
て
、

わ
れ
わ
れ
の
世
界
と
空
洞
世
界
を
結
ぶ
入
り
口
が

南
北
両
極
に
あ
る
。

そ
の
内
部
世
界
に
は

超
人
類
に
よ
る
高
度
な
文
明
が
築
か
れ
て
い
る
…
…
。

17
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
天
文
学
者
エ
ド
モ
ン
ド
・
ハ
レ
ー
に
端
を
発
し
、

4
世
紀
後
の
今
な
お
論
じ
ら
れ
つ
づ
け
て
い
る

こ
の
「
地
球
空
洞
説
」
は
、

内
部
世
界
を
訪
れ
た
幾
多
の
人
々
の
証
言
に
も
関
わ
ら
ず
、

実
際
の
と
こ
ろ
、

荒
唐
無
稽
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

だ
が
、

現
代
物
理
学
に
お
け
る
多
元
宇
宙
論
に
よ
る
と
、

空
洞
世
界
＝
異
次
元
世
界
は

実
在
す
る
と
い
う
の
だ
!!
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地
球
空
洞
論
の
超
科
学

地
球
の
内
部
は〝
密
〟か
、そ
れ
と
も〝
空
洞
〟な
の
か
？

地
震
波
を
分
析
し
て
判
明
し
た

地
球
の
内
部
構
造
と
は
？

地
球
が
擁
す
る
矛
盾
を
解
消
す
る〝
空
洞
論
〟

地殻
上部マントル

下部マントル

D＂層

外殻

内殻

扌科学的に確立さ
れた地球の構造。
ちなみに「Ｄ＂層」
とはマントルの最
下部に当たる。

➡地球空洞論の先
駆者、エドモンド
・ハレー。

扌（上）シムズの
空洞地球の概念図。
（下）ガードナー
の空洞地球の概念
図。中心部に太陽
がある。

海
洋
プ
レ
ー
ト
が
大
陸
プ
レ
ー
ト
と
ぶ
つ
か

る
と
そ
の
境
界
で
マ
ン
ト
ル
中
に
沈
み
込
み
、

日
本
海
溝
の
よ
う
な
沈
み
込
み
帯
を
造
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
プ
レ
ー
ト
は
マ
ン
ト
ル

対
流
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
。
海
溝
を
伴
う
海

洋
プ
レ
ー
ト
は
そ
う
で
な
い
も
の
よ
り
拡
大

速
度
が
速
い
。
こ
れ
は
、
マ
ン
ト
ル
対
流
の

他
に
沈
み
込
ん
だ
プ
レ
ー
ト
に
引
っ
張
ら
れ

る
効
果
が
加
わ
る
た
め
と
さ
れ
る
。

　

地
球
の
中
心
核
＝
コ
ア
は
外
核
と
内
核
に

分
か
れ
る
。
外
核
の
主
成
分
は
鉄
と
ニ
ッ
ケ

ル
と
推
定
さ
れ
る
が
、
水
素
や
炭
素
な
ど
の

軽
元
素
を
10
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
含
む
と
し
な

け
れ
ば
、
地
震
波
速
度
と
密
度
の
説
明
が
で

き
な
い
。

　

内
核
は
地
球
内
部
の
冷
却
に
伴
い
、
外
核

の
鉄
と
ニ
ッ
ケ
ル
が
析
出
・
沈
降
し
て
で
き

た
と
さ
れ
、
現
在
で
も
成
長
が
続
い
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
内
核
の
環
境
で
あ

る
３
２
０
万
気
圧
で
は
金
属
鉄
は
そ
の
性
質

上
、
固
相
を
取
る
た
め
と
も
さ
れ
る
。

　

地
球
中
心
部
の
圧
力
は
約
４
０
０
万
気
圧
、

温
度
は
物
質
組
成
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
送
過
程

に
依
存
す
る
た
め
正
確
に
は
不
明
だ
が
、
約

５
０
０
０
〜
８
０
０
０
ｋ
と
推
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
対
流
や
地
球
自
転
な
ど
に
起
因
す

る
外
核
の
金
属
流
体
の
動
き
に
よ
っ
て
電
流

が
生
じ
、
こ
の
電
流
に
よ
り
磁
場
が
生
じ
る

さ
５
０
０
マ
イ
ル
（
約
８
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
の
地
殻
を
有
し
、
そ
の
内
部
に
は
生
命

が
生
存
可
能
と
し
た
。
19
世
紀
に
至
り
、
同

説
は
多
く
の
大
衆
の
関
心
を
引
い
た
。

　

そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
陸
軍
大
尉
ジ
ョ
ン

・
ク
リ
ー
ブ
ス
・
シ
ム
ズ
（
１
７
７
９
〜
１

８
２
９
）
が
、
一
連
の
考
察
を
行
っ
た
。

　

シ
ム
ズ
は
地
球
が
５
層
の
同
心
球
か
ら
構

成
さ
れ
、
直
径
１
４
０
０
マ
イ
ル
（
約
２
２

４
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
及
ぶ
開
口
部
が
北

極
と
南
極
に
開
い
て
い
る
と
主
張
し
た
。
さ

ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
著
述
家
マ
ー
シ
ャ
ル
・

Ｂ
・
ガ
ー
ド
ナ
ー（
１
８
５
４
〜
１
９
３
７
）

が
同
説
を
取
り
上
げ
、
著
書
で
理
論
を
展
開

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
球
は
８
０
０
マ

イ
ル
（
約
１
２
８
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
厚

さ
の
球
形
の
地
層
と
内
部
空
間
の
中
心
に
直

径
６
０
０
マ
イ
ル
（
約
９
６
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
の
太
陽
を
有
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　

内
部
は
生
物
の
生
存
が
可
能
だ
と
い
う
。

　

彼
は
ま
た
、
両
極
の
開
口
部
は
氷
に
閉
ざ

さ
れ
て
い
る
が
、
北
極
圏
の
先
住
民
が
本
来
、

地
球
内
部
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
伝
説
を
有

し
、
マ
ン
モ
ス
の
凍
っ
た
死
体
が
ロ
シ
ア
の

シ
ベ
リ
ア
地
方
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
、

空
洞
地
球
の
証
拠
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

第
１
章
以
降
で
も
述
べ
る
が
、
今
日
稼
働

す
る
人
工
衛
星
の
画
像
で
両
極
の
子
細
を
見

て
も
、
開
口
部
の
明
確
な
確
認
は
で
き
て
い

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
球
内
部
へ
旅
し

た
と
い
う
人
々
は
少
な
く
な
い
の
だ
。

よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
地
震
学
者
は
地
震
活

動
に
特
有
の
奇
妙
な
現
象
を
観
察
し
て
い
る
。

地
震
の
た
び
に
震
動
が
継
続
し
、
地
殻
に
共

鳴
が
起
き
る
の
だ
。
低
周
波
す
ぎ
て
人
の
耳

に
は
聞
こ
え
な
い
が
、
巨
大
な
鐘
の
よ
う
に

地
球
が
共
振
す
る
の
だ
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

専
門
家
は
答
え
ら
れ
な
い
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
問
題
点
は
〝
地
球
が
空

洞
〟
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
解
決
す
る
。
そ
の

た
め
か
「
地
球
空
洞
説
」
は
何
世
紀
に
も
わ

た
っ
て
、
人
々
の
関
心
を
集
め
て
き
た
。

　

最
初
に
地
球
空
洞
説
を
唱
え
た
の
は
イ
ギ

リ
ス
の
天
文
学
者
エ
ド
モ
ン
ド
・
ハ
レ
ー

（
１
６
５
６
〜
１
７
４
３
）。
彼
は
地
球
が
厚

る
と
す
る
考
え
が
主
流
だ
が
、
下
部
マ
ン
ト

ル
に
つ
い
て
は
輝
石
に
近
い
組
成
と
す
る
説

も
あ
り
、
定
説
が
な
い
。

　

マ
ン
ト
ル
は
核
に
よ
っ
て
暖
め
ら
れ
、
ま

た
自
ら
の
内
部
に
も
熱
源
を
持
つ
。
そ
の
た

め
固
相
の
マ
ン
ト
ル
は
ゆ
っ
く
り
対
流
し
な

が
ら
熱
を
地
殻
に
運
ぶ
。
地
殻
に
近
い
位
置

で
は
対
流
は
起
こ
ら
ず
、
地
殻
と
一
体
化
す

る
よ
う
な
動
き
を
し
て
お
り
〝
プ
レ
ー
ト
テ

ク
ト
ニ
ク
ス
〟
と
い
う
水
平
運
動
を
起
こ
す
。

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
地
球
磁
場
だ
。

こ
の
よ
う
に
地
球
の
力
学
的
な
運
動
と
結
び

つ
い
た
磁
場
発
生
・
維
持
機
構
を
〝
ダ
イ
ナ

モ
機
構
〟
と
い
う
。

　

マ
ン
ト
ル
は
珪
酸
塩
鉱
物
で
あ
り
深
さ
約

２
９
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
存
在
し
、
地

球
の
体
積
の
83
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
全

体
の
化
学
組
成
は
、
必
ず
し
も
判
明
し
て
い

な
い
。
上
部
マ
ン
ト
ル
は
、
か
ん
ら
ん
岩
ま

た
は
仮
想
的
岩
石
の
パ
イ
ロ
ラ
イ
ト
か
ら
成

造
か
ら
成
る
。

　

上
部
マ
ン
ト
ル
に
は
、
地
表
面
か
ら
の
深

さ
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
に
、
地
震
波

が
低
速
に
な
る
層
（
ア
セ
ノ
ス
フ
ェ
ア
）
が

あ
る
。

　

こ
れ
は
部
分
的
に
溶
融
し
て
い
る
と
さ
れ
、

上
部
の
相
対
的
に
冷
た
く
硬
い
層
と
は
物
理

的
に
区
別
さ
れ
る
。
ア
セ
ノ
ス
フ
ェ
ア
の
上

に
あ
り
、
上
部
マ
ン
ト
ル
の
一
部
と
地
殻
か

ら
成
る
こ
の
層
を
岩
石
圏
と
い
い
、
十
数
枚

の
プ
レ
ー
ト
（
板
）
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

地
球
の
プ
レ
ー
ト
に
は
、
大
陸
を
含
む
大

陸
プ
レ
ー
ト
と
、
海
洋
地
域
の
み
を
含
む
海

洋
プ
レ
ー
ト
の
２
種
類
が
あ
る
。

　

海
洋
プ
レ
ー
ト
は
中
央
海
嶺
で
造
ら
れ
、

　

現
代
科
学
に
お
い
て
は
、

地
球
内
部
の
構
造
は
地
表
面

で
の
観
測
で
得
る
し
か
な
い
。

中
で
も
最
も
優
れ
た
方
法
は

地
震
波
の
分
析
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
地
球
は
外
側

か
ら
岩
石
質
の
地
殻
、
岩
石

質
の
粘
弾
性
体
＝
マ
ン
ト
ル
、

金
属
質
流
体
の
外
核
、
金
属

質
固
体
の
内
核
と
い
う
大
構

マ
ン
ト
ル
対
流
に
運

ば
れ
て
中
央
海
嶺
か

ら
離
れ
る
。
そ
の
間

に
も
中
央
海
嶺
で
は

次
々
に
プ
レ
ー
ト
が

造
ら
れ
る
の
で
、
海

洋
底
が
拡
大
す
る
。

　

大
陸
プ
レ
ー
ト
は

海
洋
プ
レ
ー
ト
よ
り

相
対
的
に
軽
い
た
め
、

で
は
理
解
で
き
な
い

現
象
も
発
生
し
て
い

る
。
あ
る
種
の
震
動

が
予
測
通
り
の
結
果

を
生
じ
な
い
の
だ
。

　

広
大
な
影
の
領
域

（
シ
ャ
ド
ー
・
ゾ
ー

ン
）
が
地
球
の
反
対

側
に
現
れ
る
が
、
ま

る
で
地
球
の
中
心
を

通
る
震
動
の
経
路
を

何
か
が
塞
い
で
い
る

　

現
代
科
学
に
よ
る
大
ま
か
な
地
球
像
に
つ

い
て
簡
単
に
解
説
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
だ
け
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章

空
洞
世
界
へ
の
旅
人
と
北
極
探
検
家
た
ち

1

地
球
空
洞
論
の
超
科
学

水
中
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
巨
人
の
国
を
訪
れ
た
親
子

巨
人
た
ち
は
失
わ
れ
た
文
明
の
末
裔
だ
っ
た
？

扌ギリシア神話に伝わる北方の
民族ヒュペルボレイオスが住む
とされる温暖な地域の古地図。
北極を中心として描かれている。

扌地底世界の巨人たちとヤンセン親子。（左）親子が訪れた
世界の想像図。

扌アポロ11号
が捉えた地球
の映像。北極
部分に開口部
らしきものが
ある。

２
年
ほ
ど
こ
の
国
で
す
ご
す
こ
と
に
な
る
。

　

エ
デ
ン
に
は
４
つ
の
川
の
源
と
な
る
巨
大

な
泉
が
あ
っ
た
。
こ
の
場
所
は
住
民
た
ち
に

〝
地
球
の
中
心
〟
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

川
の
名
前
は
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
、
ビ
シ
ョ
ン
、

ギ
ホ
ン
、
ヒ
デ
ケ
ル
だ
っ
た
。
内
部
世
界
の

陸
地
は
地
表
の
約
４
分
の
３
で
、
残
り
の
４

分
の
１
が
水
域
だ
っ
た
。
気
候
は
高
温
多
湿

で
毎
夕
、
靄も
や

が
大
地
か
ら
立
ち
の
ぼ
り
、
毎

日
１
度
は
雨
が
降
っ
た
。

　

２
年
余
り
が
経
過
し
、
親
子
は
外
部
世
界

に
戻
る
決
心
を
す
る
。
旅
立
ち
に
際
し
て
巨

人
た
ち
は
、
金
塊
と
こ
の
地
底
世
界
の
地
図

を
土
産
に
持
た
せ
て
く
れ
た
。

　

親
子
は
元
の
漁
船
に
乗
り
込
み
、
地
底
世

界
の
海
に
出
た
。
風
は
南
側
に
吹
い
て
い
た
。

つ
ま
り
、
北
の
開
口
部
か
ら
吹
き
、
南
に
流

れ
て
い
く
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

旅
の
途
中
で
ふ
た
つ
の
大
陸
を
隔
て
る
狭

い
海
峡
を
通
り
抜
け
た
。
や
が
て
外
気
温
が

下
が
り
、
流
氷
が
見
え
て
き
た
。
コ
ン
パ
ス

は
北
の
開
口
部
か
ら
入
っ
た
と
き
と
同
様
、

フ
ラ
フ
ラ
と
方
向
が
定
ま
ら
な
い
。

　

や
が
て
水
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
親
子
は

元
の
世
界
へ
戻
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

こ
は
北
極
で
は
な
く
、
反
対
側
の
南
極
の
海

だ
っ
た
。
親
子
は
途
方
に
く
れ
た
。
ノ
ル
ウ

ェ
ー
に
帰
る
に
は
長
い
旅
に
な
る
が
、
こ
の

和
感
を
覚
え
な
が
ら
も
、
親
子
が
船
を
操
縦

し
て
い
る
と
、
目
の
前
に
巨
大
な
船
が
現
れ

た
。
親
子
は
助
け
を
求
め
よ
う
と
船
に
近
づ

い
た
が
、
乗
組
員
た
ち
を
見
て
驚
い
た
。
全

員
、
身
長
が
４
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
怯お
び

え
る
ふ
た
り
に
、
巨
人
た
ち

は
友
好
的
で
親
切
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
自
分
た
ち
の
国
に
案
内
す
る
と
い
う
。

巨
人
た
ち
の
言
葉
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に

似
て
お
り
、
か
す
か
に
理
解
で
き
た
。
こ
の

後
、
ヤ
ン
セ
ン
親
子
が
連
れ
て
い
か
れ
た
の

は
エ
ヒ
ウ
と
い
う
都
市
だ
っ
た
。

　

朝
夕
に
は
燃
え
立
つ
よ
う
な
赤
色
で
、
日

中
は
美
し
い
白
色
の
ス
モ
ー
キ
ー
・
ゴ
ッ
ド

＝
こ
の
世
界
の
太
陽
は
、
地
球
内
部
の
巨
大

な
空
間
の
中
央
に
浮
か
ん
で
い
た
。
そ
の
下

で
平
均
寿
命
が
約
８
０
０
歳
と
い
う
巨
人
た

ち
は
高
度
な
文
明
を
築
い
て
い
た
。
都
市
に

は
親
子
が
初
め
て
見
る
機
械
が
数
多
く
存
在

し
た
。
建
物
は
黄
金
で
彩
ら
れ
、
農
作
物
も

豊
富
で
、
す
べ
て
が
巨
大
だ
っ
た
。

　

や
が
て
親
子
は
、
首
都
エ
デ
ン
に
あ
る
宮

殿
へ
連
れ
て
い
か
れ
た
。
そ
の
際
の
乗
り
物

は
、
電
気
的
な
仕
掛
け
で
１
本
の
レ
ー
ル
の

上
を
走
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
宮
殿
の

大
広
間
の
荘
厳
な
雰
囲
気
の
中
、
こ
の
内
部

世
界
を
統
治
す
る
最
高
指
導
者
の
前
に
立
っ

た
。
親
子
は
彼
か
ら
滞
在
許
可
を
も
ら
い
、

そ
の
海
か
ら
、
彼

ら
は
大
き
な
山
の

よ
う
な
も
の
を
見

た
。
山
に
向
か
う

と
海
は
な
く
な
り
、

彼
ら
は
地
球
の
中

に
向
か
う
ら
し
き

巨
大
な
渓
谷
を
航

海
し
て
い
た
。
両

岸
に
は
多
数
の
動

い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
作
家
ウ
ィ
リ
ス
・
Ｇ
・
エ
マ

ー
ソ
ン
（
１
８
５
６
〜
１
９
１
８
）
は
著
書

『
ス
モ
ー
キ
ー
・
ゴ
ッ
ド
』
に
お
い
て
、
地

球
内
部
を
訪
れ
た
と
い
う
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
漁

師
の
体
験
記
を
、
小
説
の
形
で
発
表
し
た
。

　

―
―
１
８
２
９
年
４
月
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

漁
師
オ
ラ
フ
・
ヤ
ン
セ
ン
と
そ
の
父
は
、
漁

船
で
沿
岸
を
北
上
し
て
い
た
。
だ
が
、
北
極

圏
に
入
る
と
、
海
が
突
如
荒
れ
、
嵐
に
な
っ

　

空
洞
世
界
に
関
す
る
伝
説
は
、
古
く
か
ら

世
界
各
地
に
残
っ
て
い
る
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
は
〝
ヒ
ュ
ペ
ル
ボ
レ
イ

オ
ス
（
北
風
の
彼
方
に
住
む
民
族
の
意
）〟 

が
、
北
極
の
彼
方
の
温
暖
な
陸
地
に
住
む
と

い
う
神
話
が
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
に
も
地
底
王

国
〝
ア
ガ
ル
タ
〟
に
関
す
る
伝
説
が
存
在
す

る
。
ロ
シ
ア
の
画
家
ニ
コ
ラ
イ
・
レ
ー
リ
ッ

ヒ
（
１
８
７
４
〜
１
９
４
７
）
や
、
ナ
チ
ス

・
ド
イ
ツ
が
こ
れ
ら
の
地
の
探
索
を
行
っ
て

た
。
嵐
は
何
日
間
も
続
き
、
船
は
押
し

流
さ
れ
た
。
数
日
後
、
嵐
は
収
ま
っ
た

が
、
周
り
の
風
景
が
お
か
し
い
。
船
の

前
後
に
は
空
が
広
が
っ
て
い
る
も
の
の
、

上
下
左
右
に
、
海
の
壁
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。
ま
る
で
水
中
の
ト
ン
ネ
ル
を

航
行
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　

奇
妙
な
風
景
は
数
日

間
続
き
、
や
が
て
水
平

線
が
見
え
る
通
常
の
海

に
戻
っ
た
。
だ
が
、
や

は
り
何
か
違
う
。
太
陽

が
妙
に
赤
い
し
、
海
自

体
も
こ
れ
ま
で
の
海
と

は
異
な
る
感
じ
だ
。
違

植
物
が
見
え
た
。

　

さ
ら
に
進
む
と
奇
妙
な
国
に
到
着
し
た
。

そ
こ
で
は
地
球
上
に
比
べ
て
何
で
も
大
き
く

見
え
た
。
そ
し
て
ふ
た
り
は
親
切
な
巨
人
た

ち
に
出
会
っ
た
。
巨
人
た
ち
は
地
上
の
人
間

と
同
様
に
家
に
住
み
、
移
動
に
は
モ
ノ
レ
ー

ル
に
似
た
乗
り
物
を
使
っ
て
い
た
。
彼
ら
は

ふ
た
り
を
家
に
連
れ
て
い
き
、
食
事
を
出
し

て
く
れ
た
。
食
材
は
ど
れ
も
大
き
く
、
ブ
ド

ウ
も
ひ
と
粒
の
大
き
さ
が
表
世
界
の
モ
モ
く

ら
い
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
果
物
も
野
菜
も
地

上
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
美
味
な
の
だ
。

　

ふ
た
り
は
約
１
年
間
、
巨
人
の
国
に
滞
在

し
た
が
、
そ
こ
で
見
た
の
は
珍
し
い
も
の
ば

か
り
で
、
科
学
技
術
も
非
常
に
発
達
し
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
。

　

ふ
た
り
が
表
世
界
に
帰
る
と
き
、
巨
人
た

方
人
種
の
末ま
つ

裔え
い

と
い
う
男
が
ア
メ
リ
カ
の
医

師
に
次
の
よ
う
な
体
験
談
を
話
し
て
い
る
。

　

―
―
男
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
北
極
圏
付
近
に

住
ん
で
い
た
が
、
あ
る
夏
に
友
人
と
と
も
に

漁
船
で
北
方
に
旅
行
す
る
こ
と
し
た
。
１
か

月
分
の
食
料
を
漁
船
に
積
み
、
ふ
た
り
は
北

極
点
を
目
ざ
し
た
。
約
１
か
月
の
航
海
後
、

彼
ら
は
北
極
の
彼
方
の
不
思
議
な
海
域
に
た

ど
り
着
い
た
。
極
地
な
の
に
暖
か
い
の
だ
。

　

実
は
ヤ
ン
セ
ン
親
子
に
限
ら
ず
、
北
極
海

で
同
様
の
体
験
を
し
た
船
乗
り
が
何
人
も
い

る
と
い
う
。
親
子
の
体
験
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、

他
に
も
３
件
ほ
ど
酷
似
し
た
事
件
が
発
生
し

て
い
る
。
ま
た
、
南
極
海
に
お
い
て
も
同
様

の
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
漁
村
な
ど
で
は
こ
う
し
た
体
験
談

が
昔
か
ら
伝
わ
り
、
ま
た
船
乗
り
自
身
の
手

記
と
し
て
も
残
っ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
北

通
り
か
か
っ
た
捕
鯨
船
に
救
助
さ
れ
た
。

　

ヤ
ン
セ
ン
親
子
の
体
験
し
た
こ
の
事
件
は

だ
れ
も
信
じ
ず
、
結
局
、
妄
想
と
い
う
こ
と

に
さ
れ
、
そ
の
後
オ
ラ
フ
は
28
年
も
の
間
、

精
神
病
院
で
す
ご
し
た
の
で
あ
っ
た
…
…
。

ま
ま
航
海
す
る
し
か
な
い
。
だ
が
、
嵐
と
い

う
さ
ら
な
る
不
運
が
親
子
を
襲
う
。
船
は
破

壊
さ
れ
、
父
親
は
船
や
巨
人
た
ち
の
土
産
と

と
も
に
、
海
に
沈
ん
だ
。
息
子
の
オ
ラ
フ
は
、

氷
山
に
乗
っ
て
漂
流
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
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穴
が
確
認
で
き
な
く
て
も
未
知
の
陸
地
は
存
在
す
る
？

北
極
点
を
目
指
す
命
知
ら
ず
の
探
検
家
た
ち

部
の
証
拠
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

そ
の
後
、
こ
れ
は
ア
ラ
ス
カ
沖
に
発
生
し
た

大
き
な
低
気
圧
の
目
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

て
い
る
。
以
後
、
地
球
内
部
へ
の
入
り
口
は

確
認
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
実
際
は
過
去
に
お
い
て
、
北
極
地

方
の
探
検
家
等
に
よ
り
、
未
知
の
陸
地
が
存

在
す
る
ら
し
い
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

初
め
て
撮
影
し
、
続
い
て
１
９
６
８
年
11
月

23
日
、
同
じ
く
気
象
衛
星
エ
ッ
サ
７
号
が
鮮

明
な
〝
北
極
の
穴
〟
を
撮
影
し
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
１
９
６
９
年
に
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
）
の
宇
宙

船
ア
ポ
ロ
11
号
か
ら
撮
影
さ
れ
た
地
球
の
映

像
で
、
北
極
付
近
に
開
口
部
ら
し
き
も
の
が

写
っ
て
お
り
、
当
時
、
地
球
内
部
へ
の
開
口

残
り
で
、
大
陸
が
海
に
沈
む
前
に
地
球
内
部

に
住
み
つ
い
た
と
い
う
。

ち
は
必
要
な
も
の
を
準
備
し
て
く
れ
た
。
な

お
、
彼
ら
は
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
大
陸
の
生
き

セ
ル
ヘ
イ
ベ
ル
グ
島
北
部
で
発
見
さ
れ
た
ク

ロ
カ
ー
・
ラ
ン
ド
等
に
よ
る
報
告
で
あ
る
。

　

ま
た
、
北
部
ア
ラ
ス
カ
や
シ
ベ
リ
ア
を
探

検
し
た
人
々
は
、
動
物
の
遺
骸
だ
ら
け
の
広

大
な
堆
積
地
帯
を
発
見
し
て
い
る
。
自
然
に

育
つ
樹
木
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
の
極
寒
地
帯

に
、
凍
結
し
た
骨
が
樹
木
と
と
も
に
大
量
に

埋
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
環
境
で
動
物
が

生
存
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
で
あ
る
。
骨
の
中
に
は
絶
滅
種
の
も

の
も
混
じ
っ
て
い
た
。
例
え
ば
マ
ン
モ
ス
、

マ
ス
ト
ド
ン
、
巨
大
バ
イ
ソ
ン
、
そ
れ
に
ウ

マ
科
に
属
す
る
特
殊
な
種
の
骨
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
堆
積
が
シ
ベ
リ
ア
、
ア
ラ
ス
カ
、

さ
ら
に
そ
の
北
方
の
島
々
に
広
が
っ
て
い
た
。

マ
ン
モ
ス
の
冷
凍
死
体
の
胃
の
中
に
は
、
よ

り
南
の
温
暖
な
気
候
で
な
い
と
育
た
な
い
草

な
ど
の
植
物
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

遡
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ド
ル
（
現
ベ
ル
ギ
ー
）

の
地
理
学
者
ゲ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
・
メ
ル
カ
ト
ル

　

こ
れ
は
ま
た
、
極
地
探
検
の
デ
ー
タ
に
よ

る
推
定
位
置
と
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。
さ
ら

に
、
最
近
の
衛
星
に
よ
る
北
極
の
温
度
分
布

の
計
測
結
果
と
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
周
囲
に
対
し
て
温
か

い
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
が
地
球
の
開
口
部
に

当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
こ
れ
ら
か
ら
、

経
度
80°Ｅ
，
緯
度
80°Ｎ
に
北
極
の
開
口
部
が
存
在

す
る
可
能
性
は
高
い
。
た
だ
、
開
口
部
は
北

極
点
か
ら
見
る
と
ロ
シ
ア
側
に
位
置
し
、
そ

の
サ
イ
ズ
も
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

１
９
８
６
年
２
月
19
日
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、

２
０
０
１
年
３
月
23
日
ま
で
運
用
さ
れ
た
旧

ソ
連
の
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ミ
ー
ル
か
ら

撮
影
さ
れ
た
画
像
も
公
開
し
よ
う
。
光
を
放

つ
穴
か
ら
水
蒸
気
が
噴
出
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
が
北
極
の
開
口
部
だ
と
す
れ

ば
、
穴
か
ら
の
光
は
も
し
か
す
る
と
内
部
太

陽
が
放
射
す
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
ア
ポ
ロ
11
号
が
撮
影
し
た
北
極
の

開
口
部
の
画
像
が
低
気
圧
で
あ
る
こ
と
は
前

述
し
た
。
だ
が
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
１
９
８
０
年

代
に
す
で
に
地
球
内
部
に
通
じ
る
北
極
の
穴

に
つ
い
て
認
識
し
、
そ
の
地
形
図
を
作
成
し

て
い
た
と
い
う
情
報
も
あ
る
。

　

―
―
こ
の
よ
う
に
宇
宙
か
ら
見
た
と
き
、

シ
ベ
リ
ア
付
近
の
北
極
地
域
に
何
か
〝
常
識

に
反
す
る
場
所
〟
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
所
＝
開
口
部
か
ら
実

際
に
地
底
に
広
が
る
異
世
界
を
探
検
し
た
と

い
う
人
物
が
い
る
の
だ
。

り
と
わ
か
る
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、

南
極
に
つ
い
て
は
穴
ら
し
き
も
の
は
認
め
ら

れ
な
い
。

　

だ
が
、
北
極
付
近
に
は
、
南
極
に
は
認
め

ら
れ
な
い
可
視
光
線
の
黒
い
影
の
部
分
と
ほ

ぼ
同
じ
位
置
に
、
温
度
が
周
囲
と
異
な
る
部

分
が
存
在
す
る
の
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
黒

い
影
の
部
分
が
地
球
の
開
口
部
の
位
置
と
重

な
り
合
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

他
の
極
軌
道
衛
星
の
デ
ー
タ
も
チ
ェ
ッ
ク

し
た
が
、
結
果
は
ほ
ぼ
同
様
だ
っ
た
。
こ
の

開
口
部
ら
し
き
部
分
の
位
置
は
、
筆
者
が
Ｕ

Ｗ
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
衛
星
写
真
か
ら
推
定
し
た

と
こ
ろ
、
経
度
80°Ｅ
，
緯
度
80°Ｎ
。

　

ま
た
東
西
冷
戦
中
、
原
子
力
潜
水
艦
の
航

路
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
本
土
に
近
い
北
極
海

の
海
底
の
形
状
が
調
査
さ
れ
た
が
、
そ
う
し

た
開
口
部
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
地
球
空
洞
説
を
信
じ
る
人
々

は
、
北
極
の
開
口
部
の
発
見
が
困
難
な
原
因

と
し
て
、
以
下
の
主
張
を
す
る
。

①
開
口
部
が
極
点
で
は
な
く
、
そ
れ
か
ら
ず

れ
た
位
置
に
あ
る
。

②
開
口
部
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
た
め
、

上
空
か
ら
確
認
し
に
く
い
。

③
現
在
の
軌
道
上
か
ら
の
衛
星
写
真
が
故
意

に
修
正
さ
れ
る
か
、
隠い
ん

蔽ぺ
い

さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
否
定
的
事
実
に
も
関
わ

（
１
８
１
２
〜
１
５
９
４
）
が
１
５
６
９
年

に
作
成
し
た
世
界
地
図
に
は
、
な
ぜ
か
〝
北

極
大
陸
〟
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
大
陸
に

は
『
ス
モ
ー
キ
ー
・
ゴ
ッ
ド
』
に
出
て
く
る

４
つ
の
川
も
あ
る
。
メ
ル
カ
ト
ル
は
ど
こ
か

ら
こ
の
川
に
関
す
る
知
識
を
得
た
の
か
？

　

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
未
知
の
陸
地
ま

た
は
地
球
の
開
口
部
は
確
か
に
存
在
す
る
。

た
だ
、
そ
の
位
置
は
極
点
で
な
く
、
や
や
シ

ベ
リ
ア
側
に
位
置
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

し
か
し
北
極
探
検
隊
の
報
告
に
も
関
わ
ら

ず
、
現
時
点
で
は
極
地
を
人
工
衛
星
に
よ
り

撮
影
し
た
写
真
の
結
果
か
ら
、
陸
地
ま
た
は

開
口
部
ら
し
き
も
の
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

北
極
点
到
達
を
目
指
し
た
探
検
の
最
初
の

ひ
と
つ
が
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
少
将
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
パ
リ
ー
（
１
７
９
０
〜

１
７
５
５
）
率
い
る
探
検
隊
で
あ
り
、
北
緯

82
度
45
分
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
そ
の
後
も

各
国
の
探
検
隊
に
よ
っ
て
北
極
探
検
が

何
度
も
行
わ
れ
、
未
知
の
陸
地
の
存
在

に
つ
い
て
調
査
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
探
検
家
ロ
バ
ー

ト
・
ピ
ア
リ
ー
（
１
８
５
６
〜
１
９
２

０
）
は
、
か
つ
て
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に

お
い
て
黒
い
塵
が
大
量
に
降
下
す
る
の

を
体
験
し
、
こ
れ
が
未
知
の
土
地
か
ら

の
火
山
塵
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
。

　

さ
ら
に
幾
人
か
の
探
検
家
は
、
実
際

に
北
極
付
近
で
広
大
な
土
地
を
見
た
こ

と
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
１
８

１
１
年
に
ロ
シ
ア
、
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク

諸
島
北
西
部
で
発
見
さ
れ
た
サ
ニ
コ
フ

島
や
、
１
９
０
６
年
に
カ
ナ
ダ
、
ア
ク

　

そ
れ
に
し
て
も
、
北
極
に
地
球

内
部
に
通
じ
る
穴
が
本
当
に
開
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

実
は
近

年
、
そ
れ
ら
し
き
も
の
が
衛
星
に

よ
っ
て
何
度
か
撮
影
さ
れ
、
話
題

を
呼
ん
だ
。

　

た
と
え
ば
１
９
６
７
年
１
月
６

日
、
ア
メ
リ
カ
の
商
務
省
環
境
科

学
サ
ー
ビ
ス
局
（
当
時
）
が
打
ち

上
げ
た
気
象
衛
星
エ
ッ
サ
３
号
が
、

北
極
と
南
極
に
穴
ら
し
き
も
の
を

ら
ず
、
開
口
部
は
存
在
す
る
か

も
し
れ
な
い
。
筆
者
は
か
つ
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
、
１
９

９
８
年
か
ら
１
９
９
９
年
に
か

け
て
極
軌
道
衛
星
「
Ｕ
Ｗ
マ
デ

ィ
ソ
ン
」
の
映
像
を
収
集
分
析

し
た
こ
と
が
あ
る
。
同
衛
星
は

両
極
の
間
を
周
回
す
る
軌
道
を

と
り
、
可
視
光
線
の
他
に
赤
外

線
領
域
で
の
波
長
の
セ
ン
サ
ー

を
搭
載
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

北
極
付
近
に
温
度
が
周
囲
の
場
所
と
明

ら
か
に
異
な
る
部
分
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
が
北
極
の
開
口
部
か
？

　

し
か
し
、
そ
れ
は
視
覚
的
に
は
っ
き

mu02-018-021_総力特集_1章.indd   20-21 2018/12/11   14:52:32



2223

地
球
空
洞
論
の
超
科
学

北
極
圏
に
出
現
し
た
緑
の
谷
と
マ
ン
モ
ス
の
姿

虹
色
に
輝
く
都
市
で
少
将
を
待
っ
て
い
た
人
物

代
表
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
＝
警
告
は

ア
メ
リ
カ
政
府
に
届
い
た
か
？

第
　 

　
章

空
洞
世
界
の
訪
問
者
バ
ー
ド
海
軍
少
将
の
功
罪

2

扌極地に展開されるハイジ
ャンプ作戦。
➡リチャード・イヴリン・
バード少将。

扌いずれもバード少将
が目撃した、北極の地
下に広がる世界。下は
緑地を歩くマンモスの
親子。

左
折
。
眼
下
に
大
き
な
動
物
の
よ
う
な
も
の

が
見
え
た
。
マ
ン
モ
ス
に
見
え
る
。
信
じ
ら

れ
な
い
が
そ
こ
に
存
在
す
る
。
高
度
を
１
０

０
０
フ
ィ
ー
ト
（
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
）
ま

で
下
げ
確
認
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
報
告
。

10
時
30
分
＝
緑
の
丘
の
上
を
さ
ら
に
旋
回
中
。

機
外
の
気
温
は
な
ん
と
23
度
だ
。
ナ
ビ
や
コ

ン
パ
ス
は
通
常
に
戻
っ
た
。
し
か
し
、
無
線

が
き
か
ず
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
連
絡
で
き

な
い
。

11
時
30
分
＝
眼
下
は
水
平
な
土
地
の
よ
う
だ

が
、
そ
こ
に
都
市
ら
し
き
も
の
を
発
見
。
あ

り
得
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
航
空
機
ら
し
き
も

の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
そ
れ
よ
り
軽
く
、
浮
力

が
あ
り
そ
う
だ
。
奇
妙
な
形
の
航
空
機
が
接

近
し
て
き
た
。
円
形
で
光
を
放
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
近
く
に
来
る
と
、
機
体
に
ス
ワ
ス
テ

ィ
カ
（
鉤
十
字
）
に
似
た
マ
ー
ク
が
見
え
た
。

操
縦
桿
が
き
か
ず
、
引
い
て
も
反
応
が
な
い
。

11
時
35
分
＝
無
線
か
ら
ゲ
ル
マ
ン
語
系
の
ア

ク
セ
ン
ト
の
英
語
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
。

「
私
た
ち
の
領
域
へ
よ
う
こ
そ
。
７
分
で
あ

な
た
が
た
を
着
陸
さ
せ
ま
す
」
―
―

年
以
降
、
私
た
ち
は
あ
な
た
た
ち
に
接
触
を

試
み
た
。
だ
が
、
そ
の
努
力
は
敵
対
行
為
に

よ
っ
て
迎
え
ら
れ
、
私
た
ち
の
航
空
機
は
攻

撃
さ
れ
、
戦
闘
機
に
憎
悪
を
も
っ
て
追
跡
さ

れ
た
の
だ
。
今
や
大
き
な
嵐
が
表
世
界
に
起

こ
り
つ
つ
あ
り
、
近
未
来
に
狂
乱
が
起
き
る

だ
ろ
う
。
あ
な
た
た
ち
に
は
解
決
策
が
な
い
。

全
人
類
は
巨
大
な
カ
オ
ス
に
飲
み
込
ま
れ
る

だ
ろ
う
。
今
回
の
大
戦
は
、
人
類
を
襲
う
も

の
の
前
兆
だ
っ
た
。
私
は
間
違
っ
た
こ
と
を

い
っ
て
い
る
か
な
？
」

　

私
は
答
え
た
。「
い
や
。
過
去
に
一
度
起

き
た
の
だ
か
ら
、
暗
黒
時
代
は
お
そ
ら
く
今

後
も
５
０
０
年
以
上
続
く
だ
ろ
う
」

　

代
表
者
は
「
そ
う
、
暗
黒
時
代
が
全
世
界

を
覆
う
。
だ
が
、
い
く
つ
か
の
種
族
は
そ
の

嵐
を
生
き
抜
く
だ
ろ
う
。
私
た
ち
に
は
、
新

世
界
の
人
々
が
あ
な
た
た
ち
の
失
わ
れ
た
も

の
や
伝
説
の
宝
物
を
、
遺
跡
で
探
す
様
子
が

見
え
る
。
そ
の
と
き
が
来
た
ら
、
私
た
ち
は

こ
こ
か
ら
出
て
、
あ
な
た
た
ち
の
民
族
や
文

化
を
守
ろ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
そ

の
と
き
、
戦
争
の
不
毛
さ
を
悟
り
、
以
降
は

あ
な
た
た
ち
の
文
化
も
科
学
技
術
も
一
新
さ

れ
る
は
ず
だ
。
あ
な
た
は
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
持
っ
て
表
世
界
に
帰
り
な
さ
い
」

た
ち
が
禁
断
の
原
子
力
を
使
い
は
じ
め
た
か

ら
だ
。
私
た
ち
は
す
で
に
世
界
の
権
力
者
た

ち
に
警
告
を
届
け
た
が
、
彼
ら
は
聞
き
入
れ

な
い
。
そ
の
た
め
、
あ
な
た
は
こ
の
世
界
が

存
在
す
る
こ
と
を
証
言
す
る
目
撃
者
と
し
て

選
ば
れ
た
。
私
た
ち
の
文
明
は
あ
な
た
た
ち

の
も
の
よ
り
何
千
年
も
進
ん
で
い
る
」

　

私
は
「
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
？
」
と
、

代
表
者
に
問
う
た
。
代
表
者
は

「
あ
な
た
た
ち
は
も
は
や
後
に
引
け
な
い
段

階
に
ま
で
来
て
い
る
。
あ
な
た
た
ち
の
中
に

は
権
力
を
放
棄
す
る
こ
と
よ
り
、
世
界
を
破

壊
し
た
が
っ
て
い
る
者
が
い
る
。
１
９
４
５

「
マ
ス
タ
ー
が
あ
な
た
に
話
し
た
い
こ
と
が

あ
る
そ
う
だ
」

　

マ
ス
タ
ー
＝
代
表
者
は
長
い
年
月
を
顔
に

刻
ん
だ
細
く
繊
細
な
人
だ
。
彼
は
語
っ
た
。

「
あ
な
た
を
招
い
た
の
は
高
潔
な
人
格
で
、

地
球
表
面
の
世
界
で
は
有
名
だ
か
ら
だ
」

　

地
球
表
面
の
世
界
？　

私
は
驚
愕
し
た
。

「
そ
う
だ
。
あ
な
た
は
今
、
地
球
空
洞
内
に

い
る
。
あ
な
た
の
使
命
が
遅
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
後
で
あ
な
た
た
ち
を
安
全
に
地

球
表
面
ま
で
送
ろ
う
。
だ
が
今
、
あ
な
た
が

な
ぜ
こ
こ
に
招
か
れ
た
か
を
話
す
必
要
が
あ

る
。
私
た
ち
の
表
世
界
へ
の
関
心
は
、
あ
な

た
た
ち
が
日
本
に
原
爆
を
落
と
し
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
非
常
事
態
で
あ
り
、

私
た
ち
は
航
空
機
を
表
世
界
に
飛
ば
し
、
あ

な
た
た
ち
が
し
た
こ
と
を
調
査
し
た
。
む
ろ

ん
今
で
は
過
去
の
こ
と
だ
が
、
話
さ
ざ
る
を

に
入
っ
た
。
目
に
見
え
な
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
で
も
乗
っ
て
い
る
よ
う
に
降
下
・
着
陸
。

11
時
45
分
＝
数
人
の
男
性
が
こ
ち
ら
に
歩
い

て
き
た
。
長
身
で
ブ
ロ
ン
ド
だ
。
遠
く
に
虹

色
に
脈
動
し
て
光
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

都
市
が
あ
る
。
男
性
た
ち
は
武
装
は
し
て
い

な
い
よ
う
だ
。
彼
ら
が
ド
ア
を
開
け
る
よ
う

に
指
示
し
た
の
で
、
応
じ
た
。
私
と
無
線
技

士
は
小
さ
な
車
輪
の
な
い
乗
り
物
に
乗
せ
ら

れ
、
都
市
に
移
動
し
た
。
都
市
は
ク
リ
ス
タ

ル
に
似
た
材
料
で
造
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
た
。
巨
大
な
建
物
に
到
着
。
そ
の
後
、
私

は
指
示
の
ま
ま
、
無
線
技
士
を
残
し
て
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
ら
し
き
も
の
に
乗
っ
て
下
っ
た
。

　

ド
ア
が
開
く
と
、
私
は
壁
全
体
が
バ
ラ
色

に
照
明
さ
れ
た
通
路
を
進
ん
だ
。
大
き
な
ド

ア
の
前
で
立
ち
止
ま
る
と
そ
れ
が
開
き
、
中

に
入
っ
た
。
ホ
ス
ト
の
ひ
と
り
が
い
っ
た
。

　

―
―
北
極
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
、
１
９
４
７

年
２
月
19
日
出
発
。

09
時
10
分
＝
眼
下
の
雪
と
氷
が
多
少
黄
色
味

を
帯
び
て
い
る
。
コ
ン
パ
ス
が
回
転
し
は
じ

め
、
位
置
計
測
が
で
き
な
い
。
太
陽
コ
ン
パ

ス
を
使
う
と
操
縦
は
な
ん
と
か
な
っ
た
。
だ

が
風
景
に
問
題
が
あ
る
。
眼
下
に
氷
が
な
い
。

09
時
15
分
＝
遠
く
に
山
脈
の
よ
う
な
も
の
が

見
え
て
き
た
。

09
時
49
分
＝
山
脈
へ
の
飛
行
時
間
を
記
録
す

る
。
こ
れ
は
幻
覚
で
は
な
い
。

09
時
55
分
＝
高
度
２
９
５
０
フ
ィ
ー
ト
（
約

８
８
０
メ
ー
ト
ル
）。
強
い
乱
気
流
に
遭
遇
。

10
時
00
分
＝
山
脈
の
上
を
飛
行
中
。
川
ら
し

き
も
の
と
緑
の
谷
が
見
え
る
。
い
や
、
北
極

の
こ
こ
に
緑
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
異
常

だ
。
こ
こ
に
雪
と
氷
以
外
が
あ
っ
て
は
い
け

な
い
。
だ
が
、
山
の
斜
面
に
森
が
見
え
る
。

10
時
05
分
＝
谷
を
調
べ
る
た
め
、
高
度
を
１

４
０
０
フ
ィ
ー
ト
（
約
４
２
０
メ
ー
ト
ル
）

に
下
げ
左
折
。
こ
の
緑
は
コ
ケ
か
堅
い
タ
イ

プ
の
芝
生
に
見
え
る
。
そ
し
て
、
光
が
他
と

違
う
。
太
陽
は
す
で
に
見
え
な
い
。
さ
ら
に

　

１
９
４
６
〜
１
９
４
７
年
に
、
ア
メ
リ
カ

は
〝
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ
作
戦
〟
を
実
施
し
た
。

南
北
両
極
の
調
査
を
目
的
と
し
た
作
戦
だ
。

こ
れ
に
も
参
加
し
た
少
将
だ
っ
た
が
、
彼
に

は
以
前
か
ら
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
北
極
の
彼
方
に
温
暖
な
地
が
あ
る
と
い

う
噂
だ
っ
た
。
そ
れ
を
確
認
す
べ
く
、
少
将

は
ア
ラ
ス
カ
基
地
を
出
発
し
た
。
予
定
で
は

北
極
点
上
空
を
通
過
し
て
、
そ
の
ま
ま
ソ
連

（
現
ロ
シ
ア
）  

側
に
２
７
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
イ
ヴ
リ
ン
・
バ
ー
ド
（
１

８
８
８
〜
１
９
５
７
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
軍

人
で
あ
る
。
海
軍
少
将
で
何
度
も
南
北
両
極

の
探
検
を
行
い
、
１
９
２
６
年
５
月
９
日
に

航
空
機
に
よ
る
初
の
北
極
点
到
達
を
成
し
遂

げ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
、
い
わ
ば
国
民
的

英
雄
で
あ
る
。
実
際
、
１
９
３
９
年
か
ら
１

９
５
０
年
ま
で
、
彼
は
５
度
に
わ
た
る
南
極

調
査
に
お
い
て
指
揮
を
執
っ
て
い
る
の
だ
。

ル
ほ
ど
飛
ん
だ
後
に
、
帰
投

す
る
は
ず
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
そ
う
は
な
ら
な
か

っ
た
。
少
将
は
北
極
で
驚
愕

の
出
来
事
に
遭
遇
し
た
の
だ
。

　

以
下
、
当
時
の
彼
の
日
記

か
ら
抜
粋
す
る
。

で
周
り
は
じ
め
た
。

11
時
40
分
＝
わ
れ
わ
れ
の
乗
機
が
着
陸
体
勢

　

機
体
の
エ
ン
ジ
ン
が
止
ま
っ
た
。
機
体
は

何
か
の
制
御
下
に
あ
る
よ
う
で
、
そ
れ
自
身

得
な
い
。
私
た
ち

は
今
ま
で
、
あ
な

た
た
ち
の
戦
争
や

野
蛮
な
行
為
に
干

渉
し
な
か
っ
た
が
、

も
は
や
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
あ
な
た

せ
、
飛
び
立
つ
準
備
を
し
た
。
ド
ア
が
閉
ま

っ
た
と
た
ん
、
機
体
は
見
え
な
い
力
で
押
し

　

会
見
は
終
わ
り
、
私
と
無
線
技
士
は
乗
機

に
戻
っ
た
。
私
は
エ
ン
ジ
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
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扌ディープフリーズ作戦遂行のため、南極のマクマード
基地を飛び立つバード少将の編隊。

扌南極の地下に広がる
異世界。

撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
新
た
な
南
極
探
検
と
は
？

戦
う
べ
き
か
否
か
…
…
？ 

バ
ー
ド
少
将
の
選
択

扌一行が訪れた虹色に脈動してきらめく都市のイメージイラスト。バー
ド少将はここで地下世界の代表者と会った。
➡バード少将が地下世界で目撃した謎の航空機。

は
さ
ら
に
上
昇
。
谷
底
は
熱
帯
か
？

17
時
30
分
＝
高
度
計
に
よ
る
と
、
谷
を
約
１

マ
イ
ル
（
約
１
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
降
下

し
た
よ
う
だ
。
斜
面
の
飛
行
距
離
は
約
３
０

０
マ
イ
ル
（
約
４
８
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
か
。

18
時
＝
氷
が
完
全
に
消
滅
。
垂
直
に
な
っ
た

巨
大
な
穴
に
行
き
当
た
る
。
コ
ン
パ
ス
は
機

能
し
な
い
。
旋
回
し
つ
つ
降
下
。
太
陽
は
輝

い
て
い
る
が
、
次
第
に
暗
く
な
っ
て
い
く
。

19
時
＝
穴
の
中
を
約
１
時
間
降
下
。
外
気
温

は
さ
ら
に
上
昇
中
。
数
分
前
に
小
さ
な
滝
の

そ
ば
を
通
過
。
写
真
を
撮
る
。

20
時
＝
地
面
が
水
平
な
場
所
に
着
い
た
。
コ

ン
パ
ス
は
依
然
、
機
能
し
な
い
。
高
度
計
は

ゆ
っ
く
り
降
下
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

計
器
で
見
る
と
時
速
約
50
マ
イ
ル
（
約
80
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）。
な
ぜ
こ
ん
な
に
遅
い
？

21
時
＝
穴
の
上
縁
か
ら
約
１
０
０
マ
イ
ル

（
約
１
６
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
降
下
し
た

よ
う
だ
。
燃
料
が
半
分
に
な
っ
た
の
で
、
空

の
タ
ン
ク
を
捨
て
る
。
タ
ン
ク
は
壁
側
の
地

面
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
水
平
方
向
に

落
ち
て
い
く
。
残
り
の
燃
料
で
地
表
に
帰
れ

ど
こ
か
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
基
地
が
あ
る

の
か
？　

途
中
、
ベ
ン
・
ミ
ラ
ー
機
長
が
、

飛
行
場
ら
し
き
も
の
を
発
見
。
種
々
の
固
定

翼
機
が
並
ん
で
い
る
。
機
体
に
は
ハ
ー
ケ
ン

ク
ロ
イ
ツ
の
マ
ー
ク
が
確
認
で
き
た
。

　

少
将
ら
は
さ
ら
に
飛
行
、
撮
影
も
続
行
さ

れ
た
。
や
が
て
、
地
球
内
部
に
侵
入
し
て
か

ら
２
７
０
０
マ
イ
ル
（
約
４
３
０
０
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
）
の
位
置
に
到
達
。
そ
の
後
、
１
時

間
ほ
ど
で
建
物
の
列
が
見
え
て
き
た
。
だ
が

そ
の
と
き
、
背
後
や
頭
上
に
円
盤
型
航
空
機

が
５
機
出
現
し
、
直
後
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
。

「
私
は
あ
な
た
の
頭
上
に
い
る
機
の
指
揮
官

ク
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ル
ー
ド
ビ
ッ
ヒ
将
軍
だ
。

私
た
ち
は
あ
な
た
の
飛
行
中
隊
を
包
囲
し
た
。

第
２
次
世
界
大
戦
は
終
結
し
て
い
る
。
私
た

ち
に
干
渉
せ
ず
、
基
地
に
戻
れ
。
だ
が
、
私

た
ち
の
基
地
に
平
和
的
に
着
陸
す
る
こ
と
を

望
む
な
ら
、
あ
な
た
た
ち
は
敵
で
は
な
い
の

で
平
和
的
に
迎
え
る
。
私
た
ち
の
航
空
機
と

武
器
は
、
あ
な
た
た
ち
の
も
の
よ
り
優
れ
て

い
る
の
で
、
発
砲
し
な
い
よ
う
に
。
戦
闘
を

求
め
る
な
ら
そ
ち
ら
に
勝
ち
目
は
な
い
。
あ

な
た
た
ち
は
新
ド
イ
ツ
帝
国
の
空
域
に
い
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
だ
」

ず
、
無
線
連
絡
も
し
な
い
。
カ
メ
ラ
マ
ン
が

こ
れ
を
撮
影
。

13
時
＝
空
母
に
問
題
な
く
着
艦
す
る
。

　

―
―
バ
ー
ド
少
将
の
乗
機
の
時
計
に
よ
る

と
、
こ
の
と
き
の
飛
行
時
間
は
31
時
間
。
だ

が
、
空
母
の
時
計
に
よ
る
と
、
少
将
ら
は
23

時
間
に
わ
た
っ
て
行
方
不
明
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

着
艦
後
、
少
将
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ

ド
ニ
ー
を
経
て
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
。
ペ
ン
タ
ゴ

ン
で
ハ
リ
ー
・
Ｓ
・
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
等

出
席
者
に
撮
影
し
た
映
像
を
見
せ
る
。
会
議

の
結
果
、
再
び
南
極
の
穴
を
探
索
し
、
ナ
チ

ス
の
基
地
を
突
き
と
め
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

　

翌
年
の
２
月
16
日
、
少
将
は
８
機
の
武
装

済
み
爆
撃
機
で
南
極
へ
。
た
だ
し
、
大
統
領

命
令
に
よ
り
空
洞
世
界
で
遭
遇
し
た
ナ
チ
ス

の
航
空
機
に
対
す
る
発
砲
は
禁
止
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
一
行
は
穴
＝
開
口
部
に
突
入
、
地

底
世
界
に
到
達
し
た
。
海
と
山
は
地
球
内
面

に
接
し
て
お
り
、
そ
の
間
の
空
間
は
雲
と
光

で
満
た
さ
れ
て
い
た
。
霞
が
か
っ
た
火
の
玉

が
中
心
に
宙
吊
り
に
な
っ
て
い
る
の
が
見
え

る
。
地
底
に
お
け
る
光
と
熱
の
源
＝
内
部
太

陽
で
あ
る
。
凹
面
の
空
間
内
に
大
陸
が
広
が

っ
て
い
る
の
も
確
認
で
き
た
。
こ
の
眼
下
の

る
の
か
？　

帰
投
し
て
次
回
に
備
え
る
べ
き

か
？　

無
線
は
依
然
、
通
じ
ず
、
応
答
な
し
。

22
時
＝
帰
投
決
定
。
降
下
時
よ
り
早
い
速
度

で
上
方
に
飛
行
す
る
。
水
平
の
地
面
上
を
飛

ん
で
い
る
よ
う
だ
。

23
時
＝
上
縁
付
近
に
近
づ
い
た
よ
う
だ
。
穴

の
直
径
を
知
る
た
め
、
右
の
ほ
う
に
飛
行
す

る
。
外
気
温
は
下
が
り
、
寒
さ
が
増
す
。

00
時
＝
１
時
間
ほ
ど
飛
行
し
て
飛
行
を
始
め

た
場
所
に
戻
る
。
穴
の
直
径
は
１
０
０
マ
イ

ル
以
上
か
？　

搭
乗
員
た
ち
は
地
底
の
岩
の

多
く
の
穴
か
ら
水
蒸
気
が
立
ち
の
ぼ
り
、
雲

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
報
告
。

　

少
将
は
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ
作
戦
後
の
ほ
ぼ
同

時
期
に
〝
デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー
ズ
作
戦
（
１
９

５
５
〜
１
９
５
６
年
）〟と
銘
打
っ
た
南
極
探

検
も
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
も

異
世
界
に
入
り
、
円
盤
型
航
空
機
と
遭
遇
し

た
。
以
下
は
当
時
の
日
記
の
概
要
だ
が
、
実

は
こ
の
と
き
の
日
時
は
明
確
で
は
な
い
。
と

も
あ
れ
、
少
将
に
内
部
世
界
に
侵
入
し
た
際

の
驚
き
が
少
な
い
た
め
、
北
極
か
ら
侵
入
し

た
と
き
よ
り
後
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

―
―
２
月
５
日
（
お
そ
ら
く
）、
少
将
は

60
人
の
搭
乗
員
と
と
も
に
８
機
の
大
型
機
で

南
極
を
目
ざ
し
た
。

16
時
20
分
＝
マ
ク
マ
ー
ド
基
地
（
ア
メ
リ
カ

の
南
極
観
測
基
地
）
を
出
発
し
、
谷
の
端
に

到
着
。
斜
面
に
沿
っ
て
降
下
。
斜
面
は
最
初

は
な
だ
ら
か
だ
が
、
や
が
て
急
に
な
る
。

16
時
30
分
＝
氷
が
薄
く
な
り
、
岩
肌
が
見
え

出
す
。
外
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
60
度
か
ら
マ
イ

ナ
ス
10
度
ま
で
上
昇
。

17
時
＝
依
然
、
斜
面
を
降
下
中
。
岩
肌
の
随

所
に
黒
い
も
の
が
見
え
る
。
石
炭
か
何
か
だ

ろ
う
。
太
陽
は
空
に
輝
い
て
い
る
。
外
気
温

え
る
。
そ
の
結
果
、
し
ば
ら
く
の
間
、
国
家

安
全
部
門
の
厳
し
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置

か
れ
、
見
た
も
の
す
べ
て
に
沈
黙
を
守
る
よ

う
に
命
令
さ
れ
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
。

　

―
―
バ
ー
ド
少
将
は
日
記
の
最
後
に
、
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
長
い
極
地
の
夜
が
終
わ
り
、
真
理
の
ま
ぶ

し
い
日
の
光
が
ま
た
訪
れ
、
暗
黒
は
光
に
変

わ
る
よ
う
に
、
私
は
極
地
の
彼
方
の
国
を
見

た
、
あ
の
偉
大
な
る
未
知
の
中
心
を
」

　

ち
な
み
に
、
こ
の
少
将
の
北
極
探
検
と
ほ

ぼ
同
時
期
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ブ

ン
ガ
ー
少
佐
が
南
極
で
、
後
に
〝
ブ
ン
ガ
ー

・
オ
ア
シ
ス
〟
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
場

所
を
見
つ
け
て
い
る
。
彼
は
シ
ャ
ク
ル
ト
ン

氷
床
付
近
を
飛
行
し
て
い
た
と
き
、
海
岸
線

か
ら
約
４
マ
イ
ル
（
約
６
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
の
と
こ
ろ
に
氷
の
な
い
水
域
が
点
在
す

上
げ
ら
れ
、
瞬
時
に
高
度
２
７
０
０
フ
ィ
ー

ト
（
約
８
１
０
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
達
し
た
。

彼
ら
の
航
空
機
が
２
機
、
エ
ス
コ
ー
ト
し
た
。

14
時
15
分
＝
彼
ら
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
。「
私

た
ち
は
こ
こ
で
引
き
返
す
。
機
体
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
復
旧
し
て
い
る
」

14
時
20
分
＝
わ
れ
わ
れ
は
再
び
広
大
な
氷
と

雪
の
エ
リ
ア
の
上
に
い
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
か
ら
約
27
分
の
と
こ
ろ
で
無
線
連
絡
を
試

み
た
。
そ
れ
は
通
じ
、
応
答
が
あ
っ
た
。
す

べ
て
が
正
常
で
あ
る
旨
、
伝
え
る
。

15
時
＝
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
着
陸
。

　

後
に
私
は
ペ
ン
タ
ゴ
ン
（
国
防
総
省
）
に

出
頭
し
、
代
表
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

部
が
近
く
に
あ
る
こ
と
の
証
明
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
暖
か
い
風
が
吹
い
て
く
る
と
考
え
ら

れ
た
。
ま
た
、
こ
の
エ
リ
ア
は
あ
ま
り
に
も

広
大
な
た
め
、
火
山
活
動
で
で
き
た
も
の
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

る
の
を
見
た
の
だ
。
水
域
＝
湖
は
ど
れ
も
長

辺
が
３
マ
イ
ル
（
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
以

上
あ
り
、
水
温
は
海
よ
り
高
か
っ
た
。
オ
ア

シ
ス
の
周
り
は
氷
の
壁
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
水
域
の
存
在
は
、
南
極
の
開
口

の
僚
機
が
円
盤
型
航
空
機
が
発
し
た
レ
ー
ザ

ー
ら
し
き
光
線
で
木
端
微
塵
に
破
壊
さ
れ
た
。

同
時
に
、
地
上
に
隠
さ
れ
た
対
空
砲
ら
し
き

　

パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
た
少
将
は
大
統
領

命
令
を
忘
れ
、
飛
行
士
ら
に
発
砲
準
備
の
命

令
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
直
後
に
前
方

01
時
＝
穴
を
抜
け
、
山
の
斜
面
を
上
昇
。

途
中
、
生
命
や
植
物
が
存
在
す
る
兆
候

を
探
索
し
つ
つ
撮
影
。
上
昇
す
る
に
つ

れ
氷
の
厚
さ
が
増
す
。

02
時
＝
谷
の
上
ま
で
達
す
る
。
北
の
方

角
に
太
陽
が
昇
る
の
が
か
ろ
う
じ
て
見

え
る
。
こ
の
季
節
だ
と
太
陽
は
ほ
ぼ
そ

の
位
置
だ
。

03
時
＝
頂
上
を
横
切
り
、
最
終
的
に
ナ

ビ
が
漏
斗
状
の
穴
の
大
き
さ
を
約
５
０

０
マ
イ
ル（
約
８
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

と
計
算
。
こ
れ
か
ら
基
地
お
よ
び
空
母

に
向
か
う
予
定
。
そ
こ
で
Ｕ
Ｆ

Ｏ
の
編
隊
が
接
近
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ
＝

円
盤
型
航
空
機
の
機
体
に
は
ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ハ
ー
ケ
ン
ク

ロ
イ
ツ
の
マ
ー
ク
が
見
え
た
。

こ
れ
ら
は
、
敵
対
行
動
も
と
ら
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多
大
な
成
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挙
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た
ナ
チ
ス
の
南
極
遠
征
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第
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ヒ
ト
ラ
ー
が
渇
望
し
た
夢
の
レ
イ
ン
ボ
ー
シ
ティ

3
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扌ナチス・ドイツの南極探検隊。アドルフ・ヒト
ラー（左）の命令により派遣された。

の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

「
今
回
の
こ
と
は
私
た
ち
の
力
を
示
し
た
だ

け
だ
。
今
後
は
武
装
し
た
探
検
隊
を
送
る
な
。

さ
も
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
や
ワ
シ
ン
ト
ン
を
５
分
以
内
に
灰
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
も
し
そ
ち
ら
が
望
む
な
ら

戦
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
新
ド
イ
ツ
帝
国
は

ア
メ
リ
カ
と
の
平
和
を
望
ん
で
い
る
。
真
の

敵
は
ソ
連
だ
」

　

実
は
ソ
連
も
今
回
の
バ
ー
ド
少
将
の
南
極

で
の
探
検
に
つ
い
て
知
り
、
１
０
０
機
以
上

の
武
装
し
た
航
空
機
を
北
極
の
開
口
部
か
ら

侵
入
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
空
洞
世
界
へ

の
入
り
口
の
守
護
者
で
あ
る
バ
イ
キ
ン
グ
の

末
裔
（
ド
イ
ツ
人
は
〝
古
き
種
族
〟
と
呼
ん

で
い
る
）
と
出
会
っ
た
。
ソ
連
の
飛
行
編
隊

は
最
初
、
古
き
種
族
に
制
止
さ
れ
た
が
、
新

ド
イ
ツ
帝
国
に
行
く
こ
と
を
伝
え
た
後
、
通

過
を
許
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
の
侵
入
は
新
ド

イ
ツ
帝
国
を
激
怒
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
空
洞

「
新
し
い
戦
争
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
は
北
極

か
ら
南
極
ま
で
信
じ
ら
れ
な
い
速
度
で
飛
ぶ

物
体
を
持
つ
敵
に
攻
撃
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
地
球
内
部
の
存
在
は
凄
ま
じ
い
速
度
で

移
動
で
き
る
手
段
を
有
し
て
い
る
」

軟
禁
状
態
に
置
か
れ
た
。
外
界
と
の
接
触
を

ほ
ぼ
断
た
れ
た
バ
ー
ド
少
将
は
１
９
５
７
年
、

失
意
の
う
ち
に
そ
の
生
涯
を
終
え
て
い
る
。

　

な
お
、
生
前
の
バ
ー
ド
少
将
は
あ
る
新
聞

に
こ
う
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
空
洞
世
界
へ
の
飛
行
後
、
バ

ー
ド
少
将
は
命
令
違
反
を
理
由
に
査
問
委
員

会
に
か
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

探
検
記
録
に
つ
い
て
い
っ
さ
い
機
密
扱
い
と

す
る
こ
と
を
誓
わ
さ
れ
、
軍
に
よ
り
一
種
の

世
界
の
赤
道
付
近
で
待
機
し
て
い
た
７
機
の

円
盤
型
航
空
機
の
攻
撃
に
よ
り
、
ソ
連
の
編

隊
は
全
滅
し
た
。
搭
乗
員
の
遺
体
は
灰
に
さ

れ
て
、
ソ
連
の
首
都
モ
ス
ク
ワ
上
空
に
撒
か

れ
た
と
い
う
。

ド
イ
ツ
の
有
名
建
築
家
が
設
計
し
た
建
築
物

を
見
学
し
、
食
事
を
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
そ
の

後
、
ホ
テ
ル
に
収
容
さ
れ
た
。

　

翌
日
、
死
亡
し
た
搭
乗
員
た
ち
の
葬
儀
が

市
内
で
行
わ
れ
た
後
、
捕
虜
た
ち
は
空
港
に

移
動
し
た
。
空
港
で
は
５
機
の
円
盤
型
航
空

機
が
待
機
し
て
い
た
。
棺
に
納
め
ら
れ
た
搭

乗
者
の
遺
体
は
、
別
の
航
空
機
に
乗
せ
ら
れ

た
。
指
揮
官
の
ル
ー
ド
ビ
ッ
ヒ
将
軍
が
先
導

機
に
乗
り
、
飛
行
隊
は
開
口
部
か
ら
南
極
に

出
た
。
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
向
か
い
、

無
線
で
シ
ド
ニ
ー
の
南
西
洋
上
に
い
る
ア
メ

リ
カ
の
空
母
と
交
信
し
、
甲
板
の
一
角
に
ド

イ
ツ
の
航
空
機
を
着
艦
さ
せ
、
捕
虜
の
引
き

渡
し
を
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

　

ド
イ
ツ
の
飛
行
隊
は
当
夜
、
空
母
か
ら
ア

メ
リ
カ
本
土
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
ア
ー
リ
ン
ト

ン
国
立
墓
地
に
向
か
い
、
遺
体
を
引
き
渡
し

た
。
そ
の
後
、
円
盤
型
航
空
機
は
首
都
ワ
シ

ン
ト
ン
に
向
か
い
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
次

光
を
照
射
さ
れ
た
機
は
制
御
を
失
っ
て
エ
ン

ジ
ン
停
止
、
搭
乗
員
ら
は
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で

次
々
と
脱
出
し
た
。
そ
の
と
き
、
あ
の
ド
イ

ツ
人
の
声
が
再
び
無
線
に
割
り
込
ん
で
き
た
。

「
少
将
、
あ
な
た
は
愚
か
だ
。
警
告
に
も
関

わ
ら
ず
部
下
を
犠
牲
に
し
た
。
こ
こ
か
ら
出

て
い
き
二
度
と
戻
っ
て
く
る
な
。
今
す
ぐ
立

ち
去
れ
」。そ
の
言
葉
に
少
将
は
さ
ら
に
動
揺

し
た
。
副
操
縦
士
が
操
縦
を
引
き
継
ぎ
、
爆

撃
機
を
表
世
界
に
導
く
開
口
部
に
向
け
た
。

　

一
方
、
地
上
で
は
ド
イ
ツ
人
に
よ
る
生
存

ア
メ
リ
カ
兵
26
名
の
救
出
作
業
が
行
わ
れ
て

武
器
か
ら
赤
い
光
線
が
発
射
さ
れ
た
。
そ
の

い
た
。
ド
イ
ツ
人
た
ち
は
、
生
存

兵
に
友
好
的
な
領
土
内
に
い
る
こ

と
を
説
明
し
、
彼
ら
を
武
装
解
除

し
た
。
重
傷
者
を
除
い
た
生
存
兵

は
市
内
に
連
行
さ
れ
た
。
標
識
に

は
〝
ニ
ュ
ー
ベ
ル
リ
ン
〟
と
あ
る
。

捕
虜
た
ち
は
１
９
４
０
年
初
め
に

建
設
さ
れ
た
と
い
う
こ
の
都
市
で
、

原
と
さ
れ
、
ロ
ス
地
区
に
あ
る
エ
レ
バ
ス
山

が
唯
一
の
山
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し

実
は
４
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
高
山
が
、
山

脈
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
内

陸
部
に
は
雪
の
降
ら
な
い
地
帯
が
あ
り
、
火

山
活
動
の
た
め
に
凍
る
こ
と
の
な
い
湖
＝
温

水
湖
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
隊
員
の
ひ
と
り

は
こ
の
湖
で
泳
い
で
み
た
と
い
う
。
湖
の
周

辺
に
は
植
生
が
あ
り
、
夏
で
あ
れ
ば
人
間
が

防
寒
服
な
し
で
も
生
活
で
き
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
リ
ッ
チ
ャ
ー
遠
征
隊
は
大

き
な
成
果
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
後
も
ヒ
ト
ラ

ー
は
毎
年
の
よ
う
に
遠
征
隊
を
送
り
込
み
、

南
極
大
陸
と
周
辺
の
島
々
に
関
す
る
調
査
を

続
け
た
。
そ
し
て
、
調
査
区
域
を
ド
イ
ツ
領

土
と
み
な
し
〝
ノ
イ
・
シ
ュ
ワ
ー
ベ
ン
ラ
ン

ト
〟
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の

「
領
土
」
を
実
効
的
に
支
配
す
る
た
め
（
実

効
的
に
支
配
し
て
い
な
け
れ
ば
国
際
法
的
に

領
土
と
は
認
め
ら
れ
な
い
）、
軍
事
拠
点
の

建
設
を
企
図
し
た
の
だ
。
南
極
で
あ
れ
ば
各

国
の
目
も
届
か
な
い
た
め
、
秘
密
施
設
を
設

置
す
る
に
は
絶
好
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

24
名
）
の
遠
征
隊
を
組
織
し
、
カ
タ
パ
ル
ト

船
で
南
極
を
目
ざ
し
た
。

　

１
９
３
８
年
12
月
17
日
に
ド
イ
ツ
の
ハ
ン

ブ
ル
ク
を
出
発
し
た
船
が
、
南
極
ク
イ
ー
ン

モ
ー
ラ
ン
ド
沖
に
投
錨
し
た
の
は
、
翌
１
９

３
９
年
１
月
19
日
の
こ
と
だ
。
そ
れ
か
ら
３

週
間
に
わ
た
っ
て
、
船
か
ら
飛
び
立
っ
た
２

機
の
水
上
機
が
、
南
極
大
陸
の
60
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
エ
リ
ア
を
飛
び
回
り
、
１
万
枚

以
上
の
航
空
写
真
を
撮
影
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
ク
イ
ー
ン
モ

ー
ラ
ン
ド
西
部
に
は
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
型

の
金
属
片
が
大
量
に
散
布
さ
れ
、
20
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
ご
と
に
ナ
チ
ス
旗
が
投
下
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
水
上
機
か
ら
撮
影
し
た
写
真
を
も

と
に
南
極
地
図
が
作
ら
れ
た
。
な
お
、
ド
イ

ツ
本
国
で
地
図
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
１
９

３
１
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
遠
征
隊
が
作
成
し
た

〝
最
も
権
威
あ
る
南
極
地
図
〟
が
間
違
い
だ

ら
け
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
遠
征
隊
の
調
査
に
よ
っ
て
、
当
時

と
し
て
は
驚
く
べ
き
事
実
が
判
明
し
た
。
そ

れ
ま
で
南
極
は
高
山
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
い
氷

　

前
章
で
紹
介
し
た
バ
ー
ド
少
将
の
話

が
ど
こ
ま
で
真
実
に
迫
る
も
の
か
、
筆

者
に
は
判
断
し
が
た
い
。
だ
が
、
気
に

な
る
の
は
、
ナ
チ
ス
が
関
わ
る
「
新
ド

イ
ツ
帝
国
」
の
記
述
だ
。
実
際
、
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
と
南
極
に
大
き
な
関
係
が

あ
っ
た
こ
と
は
事
実
な
の
だ
。

　

ナ
チ
ス
の
南
極
探
検
は
、
１
９
３
８

年
「
南
極
を
獲
得
せ
よ
」
と
い
う
ア
ド

ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
か
け
声
と
と
も
に

開
始
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
外
宇
宙

か
ら
飛
来
し
た
異
星
人
ら
の
超
科
学
技

術
を
入
手
す
る
こ
と
と
、
超
古
代
文

明
の
叡
智
の
獲
得
だ
っ
た
と
噂
さ
れ

て
い
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
腹
心
の
探

検
家
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
リ
ッ
チ
ャ
ー

（
１
８
７
９
〜
１
９
６
３
）
に
南
極

遠
征
を
命
じ
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
リ
ッ
チ
ャ
ー
は

総
勢
57
名
（
探
検
隊
員
33
名
と
船
員
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地
球
空
洞
論
の
超
科
学

扌ナチスが作成した地球内部の
地図の一部。ハーケンクロイツ
のマークがある箇所が新ドイツ
帝国の領土か?

扌南極大陸の氷床
下の地図。地底世
界への開口部は、
このどこかにある
のかもしれない。

➡扌いずれも南極で目撃されたUFO。
ハクランの叡智を得たナチス・ドイツ
の科学力によるものか？

異
星
人
が
造
っ
た
伝
説
の
都
市

ア
メ
リ
カ
海
軍
は
新
た
な
ナ
チ
ス
と
戦
っ
た
の
か
？

イ
ン
ボ
ー
シ
テ
ィ
（
虹
の
都
）
で
暮
ら
し
た

体
験
記
で
あ
る
。
文
書
に
よ
る
と
、
都
市
は

全
部
で
７
つ
あ
り
、
赤
の
都
市
、
青
の
都
市
、

緑
の
都
市
な
ど
、
虹
の
７
色
に
た
と
え
た
名

前
で
呼
ば
れ
て
い
た
。「
レ
イ
ン
ボ
ー
シ
テ

ィ
」
は
そ
の
総
称
で
あ
る
。
各
都
市
は
６
層

か
ら
成
り
、
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
の
よ
う
な

半
透
明
の
物
質
で
建
設
さ
れ
、
光
源
は
人
工

照
明
の
ほ
か
に
、
太
陽
光
を
巧
み
に
採
り
入

れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
都
市
に
は
ま
た
、

異
星
人
の
古
代
の
叡
智
も
保
存
さ
れ
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
、
地
球
内
部
の
世
界
の
地
図
と

し
て
、
ナ
チ
ス
が
作
成
し
た
と
さ
れ
る
資
料

が
現
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
地
図

の
下
に
見
え
る
島と

う

嶼し
ょ

の
い
く
つ
か
に
ハ
ー
ケ

ン
ク
ロ
イ
ツ
が
あ
る
。
こ
れ
も
表
世
界
同
様

ナ
チ
ス
の
領
土
な
の
か
？　

だ
と
す
れ
ば
、

ナ
チ
ス
は
ハ
ク
ラ
ン
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
に
成

功
し
て
、
本
当
に
「
新
ド
イ
ツ
帝
国
＝
第
４

帝
国
」
を
築
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
と
い
う
話
と
矛

盾
す
る
。

　

だ
が
、
南
極
大

陸
は
探
査
に
よ
り
、

い
く
つ
か
の
陸
地

の
集
ま
り
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、

い
け
る
飛
行
装
置
や
地
球
の
中
心
ま
で
進
入

可
能
な
飛
行
潜
水
艦
。
巨
大
な
都
市
を
建
設

し
た
。
防
衛
シ
ス
テ
ム
も
独
特
だ
。
ま
た
、

〝
地
中
の
太
陽
〟
も
見
え
る
」

　

彼
の
い
う
〝
別
の
存
在
〟
と
は
過
去
に
大

洋
に
沈
ん
だ
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
や
レ
ム
リ
ア

等
の
超
古
代
文
明
の
生
き
残
り
か
？　

そ
れ

と
も
異
星
人
の
子
孫
ハ
ク
ラ
ン
な
の
か
？

　

と
こ
ろ
で
、
南
極
に
は
衛
星
写
真
で
チ
ェ

ッ
ク
し
て
も
、
明
確
な
開
口
部
が
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
は
、
第
１
章
で
述
べ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
ヤ
ン
セ
ン
親
子
が
空
洞
世
界
か
ら
南

極
側
に
出
て
き
た
と
い
う
話
や
、
バ
ー
ド
少

将
が
北
極
か
ら
入
り
、
地
下
世
界
を
目
撃
し

た
と
い
う
の
と
、
デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー
ズ
作
戦

で
航
空
機
で
南
極
か
ら
内
部
世
界
に
侵
入
し

た
。
戦
闘
機
２
機
も
未
知
の
ビ
ー
ム
に
よ
っ

て
撃
墜
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
が
空
母
近
く
に

墜
落
す
る
ま
で
、
瞬
き
す
る
時
間
も
な
か
っ

た
と
い
う
。

　

な
お
、
２
０
１
６
年
１
月
に
も
南
極
で
Ｕ

Ｆ
Ｏ
目
撃
事
件
が
起
き
て
い
る
。
ア
ト
カ
湾

に
面
し
た
ノ
イ
マ
イ
ア
ー
地
区
付
近
で
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
観
測
隊
員
が
前
方
の
山
並
み
の

上
空
を
低
く
よ
ぎ
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目
撃
し
た
の

だ
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
円
盤

型
で
、
上
部
が
ド
ー
ム
構
造
、
中
央
付
近
に

は
白
色
の
ラ
イ
ト
ら
し
き
も
の
を
光
ら
せ
て

飛
行
し
て
い
た
。
数
秒
後
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
は
山
の

背
後
に
姿
を
消
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
円
盤
型
Ｕ
Ｆ
Ｏ
は
、
空
洞
世
界

の
住
人
ハ
ク
ラ
ン
の
科
学
力
を
用
い
て
、
ナ

チ
ス
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
も
の
な
の
か
？　

　

元
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
親
衛
隊
大
佐
が
某

人
物
に
明
か
し
た
こ
と
に
は
、

「
私
の
祖
国
は
地
球
上
で
最
も
進
歩
し
て
い

　

第
２
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
と

地
球
内
部
世
界
と
の
戦
い
が
実
際
に
行
わ
れ

た
と
い
う
話
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
、

南
極
に
軍
事
基
地
を
建
設
予
定
だ
っ
た
が
、

内
部
世
界
か
ら
飛
来
し
た
Ｕ
Ｆ
Ｏ
＝
円
盤
型

航
空
機
の
攻
撃
を
受
け
、
撤
退
し
た
と
い
う

の
だ
。
円
盤
型
航
空
機
は
遠
征
駆
逐
艦
マ
ー

ド
ッ
ク
号
を
攻
撃
、
デ
ッ
キ
上
の
戦
闘
機
の

半
分
、
そ
し
て
63
人
の
船
員
と
将
校
を
葬
っ

南
極
大
陸
の
地
下
に
建
設
し
た
都
市
だ
。

　

彼
ら
は
太
古
の
地
球
に
起
こ
る
多
く
の
天

変
地
異
か
ら
逃
れ
る
た
め
地
底
に
隠
棲
し
て

い
る
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
人
は
、
こ
の
超
人
た

ち
の
直
系
の
子
孫
だ
と
い
う
の
だ
。

　

こ
れ
を
信
じ
た
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
超
人
が
有

す
る
〝
ヴ
リ
ル
の
力
＝
叡
智
（
前
号
２
色
刷

り
特
集
で
紹
介
）〟
を
得
て
世
界
を
征
服
し
、

同
時
に
永
遠
の
生
命
を
も
入
手
す
る
と
い
う

野
望
を
抱
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ハ
ク
ラ
ン

の
拠
点
は
当
時
、
未
知
の
大
陸
だ
っ
た
南
極

に
あ
る
の
だ
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
シ
テ
ィ
＝
南
極
説
の
根
拠
は

１
９
３
０
年
代
に
書
か
れ
た
「
ヘ
フ
ァ
リ
ン

文
書
」
と
呼
ば
れ
る
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る
。
そ

れ
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
フ
ァ
リ
ン
と
そ
の
妻

グ
ラ
デ
ィ
ア
ス
が
、
南
極
の
氷
底
に
あ
る
レ

　

な
お
、
ヒ
ト

ラ
ー
は
空
洞
世

界
の
入
り
口
付

近
に
存
在
す
る

と
い
わ
れ
る
、

「
レ
イ
ン
ボ
ー

シ
テ
ィ
」
伝
説

に
、
特
に
興
味

を
持
っ
て
い
た

と
い
う
。
伝
説

に
よ
れ
ば
、
レ

イ
ン
ボ
ー
シ
テ

ィ
と
は
、
約
２

５
０
万
年
前
に

飛
来
し
た
異
星

人
の
子
孫
〝
ハ

ク
ラ
ン
〟
が
、

開
口
部
が
存
在
す
る
な
ら
海
の
部
分
に
あ
り
、

こ
れ
は
厚
い
氷
床
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
て
衛
星

か
ら
は
見
え
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
第
２
次
世
界
大
戦
終

戦
後
、
ひ
そ
か
に
Ｕ
ボ
ー
ト
に
よ
り
南
極
を

目
ざ
し
た
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
氷
床
下
に

開
口
部
＝
通
路
が
存
在
し
て
、
そ
れ
が
空
洞

内
部
の
世
界
＝
レ
イ
ン
ボ
ー
シ
テ
ィ
に
通
じ

て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
だ
。

る
。
し
か
も
あ
る
〝
別
の
存

在
〟
か
ら
援
助
を
受
け
て
い

る
ん
だ
。〝
第
４
帝
国
〟
に

と
っ
て
過
去
は
何
の
意
味
も

な
い
。
た
と
え
ば
、
わ
れ
わ

れ
が
生
み
だ
し
て
い
る
も
の

は
す
べ
て
が
驚
異
的
な
も
の

だ
。
別
の
世
界
ま
で
飛
ん
で
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あ
の
ス
ノ
ー
デ
ン
が
告
白
し
た
驚
愕
の
事
実
と
は
？

第
　 

　
章

地
球
内
部
の
空
間
は
異
世
界
な
の
か
？

4

扌現在、ロシアに亡命中のエドワード
・スノーデン。地底人の存在を暴露して、
世界的に名を知られた（写真＝アフロ）。

扌数学者レオ
ンハルト・オ
イラー。空洞
地球実在論者
である。

扌空洞地球のモデルの
ひとつ。
➡19世紀末に描かれた
空洞地球内の想像図。

扌ガウスが証明した定理に基づいて計
算すると、地球内部の空洞には重力が
存在しないというが……。

内
部
に
太
陽
が
あ
る
同
心
球
の

地
底
世
界
は
実
在
す
る
か
？

地
底
世
界
に
は
重
力
が
存
在
し
得
な
い
の
か
？

ミ
サ
イ
ル
追
跡
シ
ス
テ
ム
と
深
海
ソ
ナ
ー
が

探
知
し
た
情
報
が
、
国
家
機
密
に
な
っ
て
い

る
。
機
密
に
触
れ
ら
れ
る
国
防
高
等
研
究
計

画
局
の
請
負
業
者
の
ほ
と
ん
ど
は
『
地
球
の

マ
ン
ト
ル
に
わ
れ
わ
れ
よ
り
は
る
か
に
知
的

な
生
命
が
存
在
す
る
』
と
確
信
し
て
い
る
」

　

す
な
わ
ち
、
地
殻
の
下
層
に
位
置
す
る
マ

ン
ト
ル
に
高
度
知
的
生
命
体
、
つ
ま
り
地
底

人
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
ス
ノ
ー
デ
ン
は
語

っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
＂
彼
ら
〟
か
ら

ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
送
ら
れ
た
メ
ー
ル
が
あ

り
、
そ
れ
を
見
た
ア
ナ
リ
ス
ト
（
分
析
家
）

が
、
＂
彼
ら
〟
の
技
術
は
進
み
す
ぎ
て
い
て
、

戦
争
に
な
っ
た
ら
わ
れ
わ
れ
に
生
き
残
る
チ

ャ
ン
ス
は
な
い
と
分
析
し
た
と
す
る
情
報
も

隠
蔽
さ
れ
た
と
い
う
。
ス
ノ
ー
デ
ン
は
さ
ら

に
、
＂
彼
ら
〟
か
ら
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は

地
面
を
這
う
ア
リ
の
よ
う
な
も
の
で
し
か
な

い
、
と
も
語
っ
て
い
る
。

を
仮
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
も
既
出
の
ジ
ョ
ン
・
ク
リ
ー
ブ
ス
・

シ
ム
ズ
も
著
作
『
同
心
円
と
極
地
の
空
洞

帯
』
で
、
地
球
空
洞
説
を
唱
え
た
。
こ
れ
に

よ
る
と
「
地
球
は
厚
さ
８
０
０
マ
イ
ル
、
そ

れ
ぞ
れ
の
両
極
に
直
径
１
４
０
０
マ
イ
ル
の

開
口
部
を
持
つ
５
層
の
同
心
球
」
と
さ
れ
、

地
表
の
海
は
そ
の
ま
ま
裏
側
ま
で
続
く
と
い

う
。
そ
の
後
も
マ
ー
シ
ャ
ル
・
Ｂ
・
ガ
ー
ド

ナ
ー
等
が
地
球
空
洞
説
を
唱
え
て
い
る
こ
と

も
、
既
出
の
通
り
だ
。

の
核
は
い
ず
れ
も
磁
極
を
有
し
、
さ
ら

に
異
な
る
速
度
で
自
転
し
て
い
る
と
し

た
。
ま
た
、
こ
の
説
で
は
「
地
球
内
部

は
明
る
く
、
お
そ
ら
く
は
居
住
可
能
で

あ
る
こ
と
」、
さ
ら
に
「
そ
こ
か
ら
出

て
く
る
発
光
性
ガ
ス
に
よ
っ
て
、
ゆ
ら

め
く
オ
ー
ロ
ラ
が
生
じ
る
」
と
し
た
。

　

そ
し
て
、
ド
イ
ツ
の
数
学
者
レ
オ
ン

ハ
ル
ト
・
オ
イ
ラ
ー
（
１
７
０
７
〜
１

７
８
３
）
も
、
地
球
内
部
の
高
度
な
文

明
を
照
ら
す
、
１
個
の
「
内
部
太
陽
」

に
よ
る
情
報
収
集
活
動
に
関
わ
っ
た
。
ス
ノ

ー
デ
ン
は
２
０
１
３
年
６
月
に
、
香
港
で
複

数
の
新
聞
社
（
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
、
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ポ
ス
ト
お
よ
び
サ
ウ
ス
チ
ャ
イ
ナ
・
モ

ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
）
の
取
材
や
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
受
け
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
Ｎ
Ｓ
Ａ
に

よ
る
個
人
情
報
収
集
の
手
口
を
告
発
し
た
こ

と
で
、
全
世
界
に
知
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
逃
亡
し
、
現
在

ロ
シ
ア
に
滞
在
中
の
彼
は
、
次
の
よ
う
に
証

言
し
て
い
る
。

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
正
体
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
政
府

公
式
見
解
と
し
て
発
表
さ
れ
て
き
た
＂
風
船

説
〟
や
＂
自
然
現
象
説
〟
は
も
は
や
無
理
が

あ
る
。
い
く
つ
か
の
秘
密
文
書
は
、
わ
れ
わ

れ
よ
り
は
る
か
に
高
度
な
知
的
生
命
体
の
存

在
を
示
し
て
い
る
。
最
も
確
実
で
不
可
解
な

観
測
は
、
海
底
の
熱
水
噴
出
孔
へ
入
っ
た
り
、

は
、
南
極
と
北
極
に
あ
る
開
口
部
で
あ
る
。

　

グ
リ
ー
ン
は
、
１
９
７
７
年
に
ア
メ
リ
カ

の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
」
紙
に
掲
載
さ

れ
た
、
日
本
漁
船
が
釣
り
上
げ
た
体
長
約
９

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
恐
竜
の
よ
う
な
生
物
の
死

体
、
い
わ
ゆ
る
＂
ニ
ュ
ー
ネ
ッ
シ
ー
〟
も
、

内
部
世
界
か
ら
現
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
読
者
は
ア
メ
リ
カ
の
エ
ド
ワ

ー
ド
・
Ｊ
・
ス
ノ
ー
デ
ン
を
ご
記
憶
だ
ろ
う

か
？　

Ｎ
Ｓ
Ａ
（
国
家
安
全
保
障
局
）
お
よ

び
Ｃ
Ｉ
Ａ
（
中
央
情
報
局
）
の
元
局
員
だ
。

　

彼
は
ま
た
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
で
請
負
仕
事
を
し
て

い
た
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

「
ブ
ー
ズ
・
ア
レ
ン
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
」
の
シ

ス
テ
ム
分
析
官
と
し
て
、
合
衆
国
連
邦
政
府

　

太
陽
系
内
の
惑
星
に
お
け
る
、
幽
体
離
脱

（
ア
ス
ト
ラ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
）
に

よ
る
調
査
を
行
っ
て
い
る
カ
ナ
ダ
の
研
究
家

リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ａ
・
グ
リ
ー
ン
に
よ
る
と
、

地
球
内
部
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

︱
︱
空
洞
で
中
心
に
は
ボ
ー
ル
の
よ
う
な

も
の
が
浮
い
て
い
る
。
こ
の
ボ
ー
ル
は
結
晶

化
し
た
物
質
で
、
未
発
見
の
元
素
で
で
き
て

い
る
。
こ
れ
が
地
球
の
重
力
の
源
泉
で
あ
り
、

ま
た
内
部
世
界
の
光
源
に
も
な
っ
て
い
る
。

太
陽
系
内
の
他
の
惑
星
も
中
心
部
に
は
こ
の

よ
う
な
球
状
物
質
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

惑
星
を
軌
道
に
保
つ
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
球
内
部
に
は
表
世
界
の
各
地
に

通
じ
る
数
々
の
通
路
が
あ
る
。
主
要
な
通
路

太
陽
の
軌
道
に
入

北
極
に
地
球
内
部
に
通
じ
る
開
口
部
が
存
在

す
る
な
ら
、
極
地
で
目
撃
さ
れ
た
未
確
認
の

陸
地
の
謎
は
解
け
る
。
ま
た
、
こ
の
開
口
部

が
衛
星
や
宇
宙
船
か
ら
認
識
困
難
で
あ
る
こ

と
も
、
そ
の
サ
イ
ズ
が
想
定
さ
れ
た
も
の
よ

り
小
さ
い
こ
と
か
ら
了
解
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
示
し

た
よ
う
に
、
仮
に

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
見
地
か
ら
、
地
球
の
内
部
世
界
に
人

類
等
が
生
息
す
る
環
境
の
存
在
が
許
さ
れ
る

た
め
に
は
、
万
有
引
力
の
法
則
、
一
般
相
対

性
理
論
、
ま
た
現
在
の
重
力
子
の
交
換
に
よ

る
重
力
理
論
等
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
と
な
る
と
、
現
代
の
科
学
理
論
は
大
き

な
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
仮
に
中
心
太
陽
が
負
の
質
量
の

物
質
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
場
合
は

別
だ
。
こ
の
場
合
、
正
の
質
量
と
の
間
に
斥

力
が
働
く
た
め
、
空
洞
内
部
の
物
質
は
そ
の

表
面
に
押
し
つ
け
ら
れ
、
地
表
の
重
力
と
同

じ
働
き
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
。
し
か

し
内
部
太
陽
の
負
の
質
量
の
影
響
に
よ
り
、

地
球
表
面
の
重
力
は
か
な
り
小
さ
く
な
っ
て

し
ま
う
。

数
学
者
カ
ー
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ガ
ウ
ス

（
１
７
７
７
〜
１
８
５
５
）
が
証
明
し
た
定

理
を
用
い
て
計
算
す
る
と
、
球
形
の
空
洞
内

部
に
は
重
力
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
地
表
赤
道
上
の
遠
心
力
は
１
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
物
体
に
対
し
０
・
０
３
４
Ｎ
と
、

地
球
表
面
の
重
力
と
比
較
し
て
微
弱
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
遠
心
力
を
考
慮
し
て
も
地
球
の

空
洞
内
部
に
あ
る
物
体
は
地
表
に
と
ど
ま
れ

ず
、
ほ
と
ん
ど
が
引
力
に
よ
り
内
部
の
中
心

太
陽
に
吸
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　

こ
れ
で
は
地
底
に
文
明
世
界
は
存
在
し
得

な
い
う
え
、
前
章
ま
で
紹
介
し
て
き
た
ヤ
ン

セ
ン
親
子
や
バ
ー
ド
少
将
の
地
底
世
界
探
検

行
の
記
述
と
は
、
ま
っ
た
く
矛
盾
す
る
こ
と

こ
れ
を
発
表
し
た
。

　

こ
れ
は
「
水
星
と
同
じ
直
径

の
中
心
核
と
、
金
星
お
よ
び
火

星
と
同
じ
直
径
で
、
厚
さ
約
５

０
０
マ
イ
ル
の
同
心
球
状
の
ふ

た
つ
の
内
核
か
ら
な
る
空
洞
地

球
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
核
同
士
は
空
気
の

層
で
切
り
離
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

　

し
か
し
、
万
有
引
力
の
法
則
に
よ
る

重
力
理
論
が
正
し
け
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の

「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
で
触
れ

た
エ
ド
モ
ン
ド
・
ハ
レ
ー

は
、
極
地
方
の
変
則
的
な

磁
気
変
動
を
説
明
す
る
た

め
に
地
球
空
洞
説
を
考
案

し
、
イ
ギ
リ
ス
学
士
院
で

っ
た
り
す
る
＂
乗
り
物
〟
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
＂
乗
り
物
〟
を

操
る
存
在
に
つ
い
て
は
、
弾
道
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参考文献＝Richard A.Green／The Handbook of Astral Projection／Next Step Publication／1979　チャールズ・バーリッツ＆ウィリアム・ムーア／
謎のフィラデルフィア実験／徳間書店／1979.　J.B.Leith／Genesis for the New Space Age(Secret Development of the Round Wing Plane, The 

Extra Terrestrials Inside the Earth,and the Arrival 
of the Outer Terrestrials／1980

扌アメリカ海軍の駆逐艦エルドリッジ号。扌ステルス効果を目的としたいわゆる＂フィラデルフィア実験＂で、物理的にも消滅したエルドリッジ号。 扌アンドレイ・サハロフ博士。

扌バミューダ・トライア
ングル。ここも異次元世
界の入り口か？
扌統一場の理論を唱えた
アルベルト・アインシュ
タイン博士。

異
世
界
へ
の
道
を
拓
く
超
強
力
な
電
磁
フ
ィ
ー
ル
ド

戦
さ
な
か
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
の
海
上
に
浮
か
ぶ
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ

号
を
使
っ
て
、
大
規
模
な
実
験
が
秘
密
裏
に

行
わ
れ
た
。
テ
ス
ラ
コ
イ
ル
の
高
周
波
に
よ

っ
て
レ
ー
ダ
ー
波
を
無
効
化
す
る
た
め
の
装

置
と
し
て
、
同
号
の
船
内
に
は
多
く
の
電
気

実
験
機
器
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
る
と
強
力
な
磁
場
が
発
生
し
、

船
の
姿
が
レ
ー
ダ
ー
画
面
で
認
め
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
レ
ー
ダ
ー
波
が
エ
ル
ド

リ
ッ
ジ
号
へ
向
け
て
照
射
さ
れ
た
も
の
の
、

反
射
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
験
は
成
功
し
た
か
の
よ
う

に
見
え
た
が
、
同
時
に
奇
妙
な
現
象
が
起
こ

る
。
実
験
開
始
と
と
も
に
海
面
か
ら
緑
色
の

光
が
湧
き
出
し
、
次
第
に
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
号

を
覆
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
次
の
瞬
間
、
艦
は

浮
き
上
が
り
、
発
光
体
は
幾
重
に
も
艦
を
包

ん
だ
。
そ
し
て
、
み
る
み
る
ぼ
や
け
た
艦
の

姿
は
、
や
が
て
人
々
の
目
の
前
で
消
え
た
。

ダ
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
（
ア
メ
リ
カ
、
フ
ロ

リ
ダ
半
島
の
先
端
と
、
大
西
洋
上
の
プ
エ
ル

ト
リ
コ
、
イ
ギ
リ
ス
領
バ
ミ
ュ
ー
ダ
諸
島
を

結
ぶ
三
角
形
の
海
域
）〟
で
も
起
こ
っ
た
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
バ
ハ
マ
諸
島
の
ア
ン
ド
ロ

ス
島
か
ら
ア
メ
リ
カ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
の
パ
ー

ム
ビ
ー
チ
に
行
く
途
中
で
の
こ
と
。
離
陸
直

後
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
バ
ミ
ュ
ー
ダ
・
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
海
域
上
空
を
飛
行
中
、
幅
が
約
25

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
の
雲
に
遭
遇
し
た
。

　

迂
回
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
航
空
機
は
雲

に
突
入
。
そ
の
と
き
、
前
方
の
雲
に
小
さ
な

穴
が
見
え
た
。
こ
の
穴
も
急
速
に
な
く
な
ろ

う
と
し
て
い
た
。
入
っ
た
と
き
、
穴
は
長
さ

約
１
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
貫
通

す
る
ト
ン
ネ
ル
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
抜

け
る
と
、
奇
妙
な
緑
色
を
し
た
煙
霧
が
周
囲

に
立
ち
込
め
て
い
た
。
さ
ら
に
、
機
内
の
あ

ら
ゆ
る
計
器
類
が
誤
動
作
し
て
い
た
。

　

徐
々
に
霧
が
晴
れ
る
と
驚
く
こ
と
に
、
眼

下
に
マ
イ
ア
ミ
が
見
え
た
。
パ
ー
ム
ビ
ー
チ

の
空
港
に
着
陸
す
る
と
、
い
つ
も
よ
り
30
分

も
早
く
到
着
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
最
高

速
度
が
時
速
３
１
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
航
空

機
が
、
４
０
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
わ

ず
か
45
分
で
飛
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
途

中
で
彼
の
乗
機
が
テ
レ
ポ
ー
ト
し
た
と
し
か

思
え
な
い
現
象
だ
っ
た
。

　

緑
色
に
光
る
霧
は
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
号
の
時

と
同
じ
く
一
種
の
プ
ラ
ズ
マ
で
、
そ
れ
に
よ

り
異
空
間
が
姿
を
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
？

・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
１
８
７
９
〜
１
９

５
５
）
は
、
重
力
と
電
磁
場
を
統
一
す
る
統

一
場
の
理
論
を
考
え
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
強
力
な
電
磁
場
は
空
間
の
特
性
を
変
化

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
だ
が
、
彼

も
参
加
し
た
と
い
う
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
実

験
に
お
い
て
、
空
間
の
特
性
が
変
化
す
る
た

め
に
は
、
統
一
場
理
論
に
よ
っ
て
も
莫
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
同
実
験
に
は
、
現
代
科

学
で
も
解
明
で
き
な
い
未
知
の
現
象
が
関
係

し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
の
だ
。

　

な
お
、
こ
れ
と
似
た
現
象
が
＂
バ
ミ
ュ
ー

　

実
験
開
始
直
後
に
駆

逐
艦
が
レ
ー
ダ
ー
画
面

か
ら
姿
を
消
す
、
こ
こ

ま
で
は
実
験
参
加
者
た

ち
の
予
定
通
り
で
あ
っ

た
。
し
か
し
実
際
に
は

力
な
プ
ラ
ズ
マ
の
影
響
に
よ
り
、
極
点
に
お

い
て
、
開
口
部
で
は
な
い
別
の
形
で
異
世
界

へ
の
通
路
が
開
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
、

か
つ
て
ア
メ
リ
カ
海
軍
が
行
っ
た
護
衛
駆
逐

艦
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
号
に
対
す
る
強
力
電
磁
場

を
用
い
た
、
い
わ
ゆ
る
＂
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
実
験
〟
の
と
き
の
よ
う
に
…
…
。

　

こ
の
実
験
は
「
磁
場
発
生
装
置
テ
ス
ラ
コ

イ
ル
」
を
使
い
、
強
力
な
磁
場
を
発
生
さ
せ
、

駆
逐
艦
を
レ
ー
ダ
ー
や
磁
気
機
雷
や
魚
雷
か

ら
透
明
化
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

１
９
４
３
年
10
月
28
日
、
第
２
次
世
界
大

　

こ
う
見
て
く
る
と
、
空
洞
世
界
は
や
は
り

地
球
内
部
に
は
存
在
し
得
な
い
の
か
？　

も

し
か
す
る
と
、
地
球
の
両
極
に
発
生
す
る
強

ー
ト
ル
あ
た
り
５
・
５
グ
ラ
ム
と
い
う
数
値

を
求
め
た
こ
と
だ
。
地
表
の
岩
の
密
度
１
立

方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
２
・
８
グ
ラ
ム

と
い
う
数
字
と
比
べ
る
と
、
地
球
内
部
が
空

洞
と
い
う
可
能
性
は
こ
れ
で
否
定
さ
れ
る
。

　

地
球
空
洞
説
の
も
う
ひ
と
つ
の
難
点
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
化
学
者
・
物
理
学
者
の
ヘ
ン
リ

ー
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
（
１
７
３
１

〜
１
８
１
０
）
が
地
球
の
質
量
を
計
算
し
、

地
球
の
平
均
密
度
に
関
し
１
立
方
セ
ン
チ
メ

護
衛
艦
は
、
レ
ー
ダ
ー
画
面
ど
こ
ろ
か
物

理
的
に
も
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

奇
怪
な
出
来
事
は
ま
だ
続
く
。
消
え
た

は
ず
の
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
号
が
、
な
ん
と
約

２
５
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
、
バ
ー

ジ
ニ
ア
州
の
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
の
港
に
姿
を

現
し
た
の
だ
。
さ
ら
に
数
分
後
、
ま
た
も

や
発
光
体
に
包
ま
れ
た
護
衛
艦
は
、
再
び

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
へ
と
舞
い
戻
っ
た
の

で
あ
る
…
…
。 

　

バ
ー
ド
少
将
も
南
極
で
の
デ
ィ
ー
プ
フ

リ
ー
ズ
作
戦
で
は
、
白
い
不
思
議
な
霧
が

機
体
を
包
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
少
将
の
乗
機
は
両
極
に
発
生
す

る
プ
ラ
ズ
マ
の
作
用
に
よ
っ
て
、
別
の
天

体
か
異
次
元
世
界
に
テ
レ
ポ
ー
ト
し
た
可

能
性
も
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
の
理
論
物
理
学
者
ア
ル
ベ
ル
ト
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地
球
空
洞
論
の
超
科
学

超
弦
理
論
が
明
か
す
空
洞
世
界
の
謎
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数
多
く
存
在
す
る
異
次
元
世
界
は

わ
れ
わ
れ
の
世
界
の
す
ぐ
隣
に
広
が
る

新
ド
イ
ツ
帝
国
＝
ナ
チ
ス
が

ト
ン
ネ
ル
か
ら
現
れ
る
日

扌コンパクトにたたまれた6つの次元“カラビ・ヤウ多様体”。

扌マントル部分と重なった地球内部の異世界。

は
、
残
り
の
６
次
元
（
余
剰
次
元
）
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？　

小
さ
く
折
り
た
た
ま

れ
、
ド
ー
ナ
ツ
状
に
「
コ
ン
パ
ク
ト
化
」
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
６
次
元
の
ド
ー
ナ
ツ
を
、
そ
の
存
在

を
証
明
し
た
ふ
た
り
の
ア
メ
リ
カ
の
数
学
者

の
名
に
ち
な
み
「
カ
ラ
ビ
・
ヤ
ウ
多
様
体
」

と
呼
ぶ
。
超
弦
理
論
や
Ｍ
理
論
（
現
在
知
ら

れ
て
い
る
５
つ
の
超
弦
理
論
を
統
合
し
た
も

の
）
が
、
相
対
性
理
論
と
量
子
力
学
を
統
一

す
る
こ
の
世
界
の
究
極
理
論
だ
と
す
れ
ば
、

こ
の
ド
ー
ナ
ツ
型
を
し
た
も
の
が
空
間
の
あ

ら
ゆ
る
点
に
存
在
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

そ
し
て
、
超
弦
理
論
で
巻
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
カ
ラ
ビ
・
ヤ
ウ
多
様
体
の
性
質
に
特
定

の
操
作
を
加
え
る
と
、
で
き
た
新
し
い
空
間

が
持
つ
偶
数
次
元
の
穴
の
数
が
、
元
の
空
間

の
持
つ
奇
数
次
元
の
穴
と
数
が
等
し
く
な
る

と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
３
次
元
空
間
の

他
に
複
数
の
異
次
元
空
間
が
存
在
す
る
こ
と

が
、
理
論
上
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
、
こ
の
穴
か
ら
異
次
元

空
間
の
一
部
と
し
て
存
在
す
る
地
球
の
内
部

世
界
に
入
り
こ
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

確
か
に
両
極
に
地
球
の
内
部
世
界
に
通
じ

る
開
口
部
が
あ
る
と
い
う
話
は
、
現
在
の
科

学
理
論
を
否
定
す
る
も
の
だ
。
ま
し
て
、
そ

の
世
界
に
超
人
類
が
住
む
と
い
う
話
に
至
っ

て
は
、
だ
。
多
く
の
証
言
に
も
関
わ
ら
ず
、

真
実
は
依
然
、
謎
で
あ
る
。

　

だ
が
、
筆
者
は
彼
ら
の
体
験
か
ら
し
て
、

地
球
内
部
に
空
洞
世
界
、
ま
た
は
そ
れ
に
類

し
た
も
の
が
存
在
す
る
と
考
え
る
。
極
地
に

は
、
そ
の
世
界
と
つ
な
が
る
、
常
識
を
覆
す

何
か
が
存
在
す
る
と
考
え
る
。
ト
ン
ネ
ル
で

表
世
界
と
接
続
さ
れ
た
空
洞
世
界
。
そ
れ
が

地
球
の
異
次
元
に
存
在
す
る
可
能
性
は
十
分

に
あ
り
得
る
の
だ
。
そ
の
世
界
に
は
、
わ
れ

わ
れ
の
科
学
技
術
よ
り
は
る
か
に
発
達
し
た

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
有
す
る
新
ド
イ
ツ
帝
国
が

存
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

い
つ
か
「
地
球
空
洞
論
」
が
真
実
で
あ
る

こ
と
が
立
証
さ
れ
れ
ば
、
太
陽
系
の
生
成
理

論
や
重
力
理
論
を
含
む
現
代
科
学
は
、
大
き

な
転
換
を
迫
ら
れ
る
。

　

現
在
、
わ
れ
わ
れ
の
世
界
は
さ
ま
ざ
ま
な

負
の
要
因
に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ

れ
の
文
明
が
自
ら
瓦
解
す
る
前
に
、
地
底
の

空
洞
世
界
か
ら
新
ド
イ
ツ
帝
国
の
ラ
ス
ト
・

バ
タ
リ
オ
ン
が
円
盤
型
航
空
機
に
乗
っ
て
現

れ
、
表
の
地
球
を
席
巻
す
る
の
だ
ろ

う
か
？

あ
る
場
合
に
の
み
可
能
と
な
る
不
規
則
性
を

突
き
と
め
た
の
だ
。
専
門
的
に
は
「
４
次
元

量
子
ホ
ー
ル
効
果
」
が
４
次
元
系
の
影
響
を

予
測
で
き
る
こ
と
が
実
験
的
に
裏
づ
け
ら
れ

た
と
い
う
。
こ
の
４
次
元
量
子
ホ
ー
ル
効
果

が
、
４
次
元
空
間
の
成
立
と
影
響
を
解
明
す

る
カ
ギ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
研
究
は
ア
メ
リ
カ
、
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
立
大
学
の
研
究
者
を
中
心
に

し
た
合
同
研
究
チ
ー
ム
が
同
じ
く
「
ネ
イ
チ

ャ
ー
」
誌
で
発
表
し
た
も
の
で
、
レ
ー
ザ
ー

で
作
ら
れ
た
２
次
元
グ
リ
ッ
ド
上
の
所
定
の

位
置
に
〝
絶
対
零
度
〟
近
く
ま
で
冷
却
さ
れ

た
原
子
を
配
置
し
、
垂
直
方
向
か
ら
電
流
を

流
す
実
験
が
行
わ
れ
た
。
チ
ー
ム
は
こ
の
設

定
を
「
チ
ャ
ー
ジ
ポ
ン
プ
」
と
呼
び
、
原
子

の
反
応
を
観
察
し
な
が
ら
電
荷
の
流
れ
を
分

析
し
た
結
果
、
４
次
元
空
間
の
影
響
が
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い
う
。

　

こ
の
ふ
た
つ
の
研
究
で
、
仮
に
知
覚
で
き

な
く
と
も
、
現
実
に
４
次
元
空
間
が
わ
れ
わ

れ
の
身
の
回
り
に
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
地
球
空
洞

論
者
た
ち
が
主
張
す
る
巨
大
な
開
口
部
が
両

極
に
存
在
す
る
と
い
う
説
は
、
極
軌
道
衛
星

の
画
像
か
ら
否
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

北
極
の
シ
ベ
リ
ア
付
近
に
は
彼
ら
が
予
想
し

た
よ
り
は
か
な
り
小
さ
い
な
が
ら
、
穴
が
存

在
す
る
こ
と
が
衛
星
写
真
よ
り
確
認
で
き
る
。

　

ヤ
ン
セ
ン
親
子
や
バ
ー
ド
少
将
、
そ
し
て

実
験
機
器
の
間
で
行
き
来
す
る
光
子
の
動
き

を
追
跡
研
究
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
光

子
の
挙
動
を
分
析
し
て
、
４
次
元
の
影
響
が

空
間
に
そ
の
異
次
元
世
界
が
固
定
し
て
存
在

す
る
か
は
明
確
で
は
な
い
に
し
て
も
、
同
様

な
物
理
法
則
が
働
く
空
間
が
地
球
内
部
の
異

子
の
研
究
を
し
て
い
た
と
き
、
原
子
核
を
構

成
す
る
素
粒
子
の
中
に
、「
こ
の
世
界
か
ら

姿
を
消
す
も
の
」
が
あ
る
と
い
う
矛
盾
に
ぶ

つ
か
っ
た
。「
な
く
な
る
は
ず
の
な
い
素
粒

子
が
姿
を
消
す
の
は
な
ぜ
か
？
」
と
考
え
た

と
き
、
わ
れ
わ
れ
の
世
界
を
取
り
囲
む
別
の

次
元
が
あ
る
と
仮
定
す
る
と
矛
盾
が
解
決
す

る
こ
と
に
気
づ
き
、〝
異
次
元
の
形
〟
を
特
定

す
る
研
究
を
始
め
た
と
い
う
。
以
降
、
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
を
検
討
し
た
結
果
、
異
次
元

世
界
が
わ
れ
わ
れ
の
３
次
元
世
界
を
取
り
巻

く
、
観
測
不
可
能
な
ほ
ど
無
限
の
広
が
り
を

持
つ
可
能
性
の
あ
る
、
巨
大
な
時
空
で
あ
る

こ
と
を
理
論
上
、
検
証
し
て
い
る
。

元
の
生
活
空
間
と
は
異
な
っ
た“

別
世
界”

の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
３
次

元
世
界
以
外
に
も
、
異
な
る
次
元
世
界
が
い

く
つ
か
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

　

博
士
は
さ
ら
に
、
高
次
元
世
界
の
存
在
は

本
当
に
矛
盾
の
な
い
〝
科
学
的
な
事
実
〟
に

思
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
見
え
な
い

が
、
異
次
元
世
界
が
わ
れ
わ
れ
の
３
次
元
世

界
の
〝
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
〟
と
考
え
ら
れ
る

と
続
け
る
。
博
士
は
１
９
９
８
年
、
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
教
授
と
し
て
素
粒

　

ア
メ
リ
カ
の
理
論
物
理
学
者
リ
サ
・
ラ
ン

ド
ー
ル
博
士
に
よ
る
と
「
私
た
ち
の
暮
ら
す

３
次
元
世
界
は
、
人
間
の
目
に
は
見
え
な
い

５
次
元
世
界
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
、
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
世
界
は
縦
・
横
・
高
さ
の

３
次
元
で
、
時
間
軸
を
加
え
る
と
４
次
元
に

な
る
。
３
次
元
世
界
は
時
間
軸
を
加
え
た
５

次
元
世
界
に
あ
る
膜
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

私
た
ち
は
そ
の
膜
に
ぴ
っ
た
り
と
張
り
つ
い

て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

私
た
ち
が
地
球
で
普
段
経
験
し
て
い
る
３
次

で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
わ
れ

わ
れ
が
認
識
で
き
る
の
は
３
次
元
の

空
間
と
時
間
の
１
次
元
だ
け
だ
。
で

存
在
し
て
い
て
、
地
球
の
両
極
か
ら
そ
の
世

界
に
移
動
で
き
る
こ
と
の
証
明
に
な
る
の

か
？　

現
時
点
で
は
そ
の
証
明
は
な
か
な
か

む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
地
球
上
の

　

し
か
し
、
こ
れ

が
地
球
の
内
部
に

わ
れ
わ
れ
の
も
の

と
異
な
る
世
界
が

　

物
理
学
上
の
仮

説
の
ひ
と
つ
で
あ

る
〝
超
弦
理
論
〟

で
は
、
こ
の
世
界

は
空
間
の
９
次
元

と
時
間
の
１
次
元
、

計
10
次
元
の
時
空

空
間
に
存
在
す
る

可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
だ
ろ
う
。

　

ラ
ン
ド
ー
ル
博

士
の
主
張
す
る
よ

う
に
、
こ
の
世
は

多
次
元
世
界
で
あ

り
、
バ
ー
ド
少
将

ら
は
両
極
の
開
口

部
か
ら
地
球
の
異

次
元
世
界
に
迷
い

込
ん
だ
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

最
近
、
ド
イ
ツ
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ル

ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
マ

ク
シ
ミ
リ
ア
ン
大

学
の
ミ
ハ
エ
ル
・

ロ
ー
ス
教
授
を
は

じ
め
と
す
る
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
、

ス
イ
ス
の
研
究
者

に
よ
る
合
同
研
究

チ
ー
ム
が
イ
ギ
リ

ス
の
学
術
誌
「
ネ

イ
チ
ャ
ー
」
で
発

表
し
た
研
究
で
は
、

特
製
の
ガ
ラ
ス
製

mu02-034-035_総力特集_エピ.indd   すべてのページ 2018/12/11   15:18:36


